
国
民
へ
の
影
響
最
小
限
に

も
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

　

東
京
都
中
央
区
で
オ
フ
ィ

ス
の
設
計
デ
ザ
イ
ン
会
社
を

経
営
す
る
渡
辺
晃
一
郎
さ
ん

（
５
３
）は
社
員
と
参
拝
。「
社

員
の
健
康
と
売
り
上
げ
目
標

の
達
成
を
祈
っ
た
。
昨
年

は
８
期
連
続
の
増
収
増
益
。

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
今

年
も
日
本
の
元
気
に
あ
や
か

り
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

五
輪
の
準
備
を
進
め
る
東

京
都
庁
で
は
、
小
池
百
合
子

知
事
が
職
員
約
７
０
０
人
を

前
に
「
今
年
は
来
年
に
迫
っ

た
大
会
の
成
功
に
向
け
、
都

政
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

１
年
に
な
る
。
ほ
か
の
開
催

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相
は
４
日
、
三
重
県
伊
勢
市
で
年
頭
記
者
会
見
に
臨
み
、

５
月
１
日
の
皇
太
子
さ
ま
の
新
天
皇
即
位
に
伴
っ
て
改
め
る
新
元
号
に
つ
い
て
「
国

民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
観
点
か
ら
、
先
立
っ
て
４
月
１
日
に
発
表

す
る
」
と
表
明
し
た
。
４
月
１
日
に
改
元
政
令
を
閣
議
決
定
し
て
今
の
天
皇
陛
下

が
公
布
さ
れ
、
新
天
皇
即
位
と
同
時
に
改
元
す
る
と
説
明
し
た
。
皇
位
継
承
前
の

新
元
号
公
表
は
憲
政
史
上
初
め
て
と
な
る
。

首
相
、
皇
位
継
承
前
は
初

新元号４月１日公表を表明
仕
事
始
め
に
飛
躍
を
祈
願

節
目
の
年
、
列
島
本
格
始
動

東
証
、
一
時
７
０
０
円
超
安

大
発
会
３
年
ぶ
り
下
げ
相
場

地
震
翌
日
、
拭
え
ぬ
不
安

平
成
最
後
の
成
人
式
に
安
堵

は
２
０
１
６
年
以
来
、
３
年

ぶ
り
。
前
日
の
米
国
株
の
大

幅
な
値
下
が
り
を
受
け
、
世

界
経
済
の
減
速
懸
念
が
拡
大

し
た
。
投
資
家
の
リ
ス
ク
回

避
姿
勢
が
強
ま
り
、
円
相
場

は
急
伸
し
た
。
米
中
貿
易
摩

擦
の
長
期
化
な
ど
で
、
世
界

の
市
場
は
今
年
も
波
乱
含
み

の
展
開
が
続
き
そ
う
だ
。

　

国
債
市
場
は
長
期
金
利
の

指
標
で
あ
る
新
発
１
０
年
債

の
利
回
り
が
一
時
マ
イ
ナ
ス

０
・
０
５
０
％
を
付
け
、
約

２
年
２
カ
月
ぶ
り
の
低
水
準

と
な
っ
た
。
投
資
リ
ス
ク
の

高
い
株
式
を
売
り
、
債
券
を

買
う
動
き
が
強
ま
っ
た
。

　

米
Ｉ
Ｔ
大
手
ア
ッ
プ
ル
が

中
国
で
の
販
売
不
振
に
よ
り

業
績
予
想
を
下
方
修
正
し
た

「
ア
ッ
プ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
が

引
き
金
と
な
っ
て
、
市
場
心

理
が
急
速
に
悪
化
。
３
日
の

米
ダ
ウ
工
業
株
３
０
種
平
均

は
前
日
比
６
６
０
ド
ル
下
げ

た
。
東
京
市
場
で
は
円
高
ド

ル
安
の
進
行
も
売
り
材
料
と

た
中
で
最
も
遠
い
天
体
の
姿

が
初
め
て
詳
し
く
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

画
像
は
天
体
に
最
も
接
近

す
る
３
０
分
前
の
米
東
部
時

間
１
日
未
明
、
約
２
万
８
千

キ
ロ
の
距
離
か
ら
撮
影
し

た
。
天
体
の
長
さ
は
約
３
３

キ
ロ
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。

成
」
は
２
０
１
９
年
４
月

３
０
日
で
幕
を
閉
じ
る
。
改

元
は
新
天
皇
即
位
と
同
時
の

５
月
１
日
午
前
０
時
と
す

る
。

　

新
元
号
は
「
大
化
」（
西

暦
６
４
５
年
）
以
来
、

２
４
８
番
目
の
元
号
で
、

１
９
７
９
年
制
定
の
元
号
法

に
基
づ
く
改
元
は
「
平
成
」

に
続
い
て
２
例
目
と
な
る
。

　

公
表
日
決
定
を
受
け
、
政

府
は
新
元
号
の
選
定
作
業
を

本
格
化
さ
せ
る
。
平
成
改
元

の
方
式
を
踏
襲
し
、
既
に
専

門
家
数
人
に
候
補
名
の
考
案

を
委
嘱
し
、
複
数
の
案
を
得

て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

新
元
号
は
①
国
民
の
理
想

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
良
い
意

味
を
持
つ
②
書
き
や
す
く
、

　

首
相
は
「
歴
史
的
な
皇
位

の
継
承
を
国
民
が
こ
ぞ
っ
て

こ
と
ほ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
政
府
と
し
て
準
備
に
全
力

を
尽
く
す
」
と
強
調
し
た
。

　

北
方
領
土
問
題
に
関
し
、

２
１
日
を
軸
に
調
整
し
て
い

る
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
の
会
談
に
よ
る
交
渉
進

展
に
意
欲
を
示
し
た
。
憲
法

改
正
に
つ
い
て
は
「
広
範
な

合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
」
と
述
べ
、
与
野
党

の
協
議
を
呼
び
掛
け
た
。

　

今
回
の
改
元
は
天
皇
の
逝

去
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め

期
日
が
定
ま
っ
た
退
位
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
。
天
皇
退

位
は
１
８
１
７
年
の
光
格
天

皇
以
来
、約
２
０
０
年
ぶ
り
。

「
昭
和
」
を
受
け
継
い
だ
「
平

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
清

水
敬
善
】
米
連
邦
議
会
の
新

会
期
と
な
る
第
１
１
６
議
会

（
会
期
２
年
）
が
３
日
開
会

し
、
上
院
を
共
和
党
、
下
院

　

商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る
参

拝
客
で
に
ぎ
わ
う
神
田
明
神

（
東
京
都
千
代
田
区
）。
大
き

な
熊
手
を
手
に
し
た
神
奈
川

県
鎌
倉
市
の
社
会
保
険
労
務

士
の
島
路
子
さ
ん
（
５
０
）

は
「
働
き
方
改
革
の
影
響
で

中
小
企
業
の
顧
客
か
ら
の
相

談
が
増
え
て
い
る
。
労
働
時

間
の
抑
制
な
ど
の
法
改
正
に

　
【
共
同
】
官
庁
や
企
業
の

多
く
が
４
日
、
仕
事
始
め
を

迎
え
、
平
成
最
後
で
、
新
し

い
元
号
の
最
初
の
年
が
本
格

始
動
し
た
。
天
皇
陛
下
の
退

位
と
新
天
皇
の
即
位
、
統
一

地
方
選
や
参
院
選
と
い
っ
た

大
き
な
出
来
事
を
控
え
る
。

各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
飛
躍
を
願

い
、
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
【
共
同
】
年
明
け
最
初
の

取
引
と
な
る
大
発
会
を
迎
え

た
４
日
の
東
京
株
式
市
場
の

日
経
平
均
株
価（
２
２
５
種
）

は
急
落
し
た
。
下
げ
幅
は
一

時
７
０
０
円
を
超
え
、
２
万

円
の
大
台
を
割
り
込
ん
だ
。

大
発
会
で
前
年
最
後
の
取
引

の
終
値
と
比
べ
下
落
す
る
の

都
市
と
も
連
携
し
、
準
備
に

猪
突
猛
進
し
よ
う
」
と
呼
び

掛
け
た
。

　

昨
年
、
文
書
改
ざ
ん
や
前

次
官
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

前
代
未
聞
の
不
祥
事
に
揺
れ

た
財
務
省
。
主
計
局
の
中
堅

職
員
は
「
今
年
は
消
費
税
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
景
気

も
含
め
て
万
全
の
対
策
を
講

じ
つ
つ
、
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

東
京
電
力
は
、
小
早
川
智

明
社
長
が
福
島
県
会
津
若
松

市
の
猪
苗
代
事
業
所
で
社
員

４
９
人
に
「
最
大
の
使
命
は

福
島
へ
の
責
任
を
果
た
す
こ

と
だ
」
と
述
べ
、
福
島
第
１

無人探査機ニューホライズンズが
約２万８千キロの距離から撮影し
た太陽系外縁天体ウルティマトゥー
レ（ＮＡＳＡ提供・共同）

り
、
余
震
の
不
安
は
拭
え
な

い
。
震
度
６
弱
を
観
測
し
た

同
県
和
水
町
で
は
平
成
最
後

の
成
人
式
が
予
定
通
り
に
開

か
れ
、
参
加
者
か
ら
は
安
堵

の
声
も
漏
れ
た
。

　

熊
本
地
震
の
際
に
自
宅
が

半
壊
し
た
和
水
町
の
電
器
店

主
木
本
幸
一
さ
ん
（
６
７
）

は
、
３
日
の
揺
れ
で
自
宅
の

ボ
イ
ラ
ー
が
壊
れ
、
商
品
の

カ
メ
ラ
も
棚
か
ら
落
ち
た
。

「
よ
う
や
く
生
活
が
落
ち
着

い
た
気
分
だ
っ
た
の
に
、
景

気
が
悪
く
な
ら
な
い
か
心
配

だ
」
と
た
め
息
を
つ
い
た
。

　

成
人
式
の
会
場
と
な
っ
た

同
町
の
公
民
館
に
は
、
晴
れ

着
や
ス
ー
ツ
姿
の
若
者
約

１
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。「
式

が
開
か
れ
る
か
不
安
だ
っ

た
。
地
元
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
」。
会
社
員

の
高
木
千
晶
さ
ん
（
２
０
）

　
【
共
同
】
新
年
早
々
の
大

き
な
地
震
か
ら
一
夜
明
け
た

熊
本
県
で
は
４
日
、
仕
事

始
め
を
迎
え
、
日
常
を
急

ぎ
取
り
戻
そ
う
と
す
る
住

民
の
姿
が
あ
っ
た
。
た
だ
、

２
０
１
６
年
４
月
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
の
記
憶
も
あ

　
【
共
同
】
名
古
屋
市
の
河

村
た
か
し
市
長
は
４
日
の
記

者
会
見
で
、
自
動
運
転
な
ど

次
世
代
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
実

用
化
を
目
指
す
ト
ヨ
タ
自
動

車
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
と
明
ら
か

に
し
た
。
市
内
の
公
道
の
使

用
許
可
な
ど
で
市
が
協
力
、

両
社
が
立
ち
上
げ
る
新
会
社

が
今
春
に
も
実
証
実
験
を
始

め
る
。

　

実
験
は
、
市
と
愛
知
県
が

共
催
す
る
２
０
２
６
年
ア
ジ

ア
大
会
や
２
７
年
の
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
開
業
時
ま
で

の
、
無
人
バ
ス
な
ど
の
段
階

的
な
実
用
化
を
見
据
え
進
め

る
。
市
は
、
実
験
に
参
加
す

る
住
民
の
募
集
と
い
っ
た
協

力
も
す
る
。

　

実
験
で
は
ま
ず
、
有
人
車

両
を
使
い
、
道
路
の
形
状
な

ど
自
動
運
転
に
必
要
な
デ
ー

タ
を
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
情
報

通
信
技
術
で
集
め
る
。
そ
の

後
、
ト
ヨ
タ
が
開
発
中
の
自

動
運
転
車
を
導
入
し
、
無
人

米
ね
じ
れ
議
会
ス
タ
ー
ト

下
院
議
長
に
ペ
ロ
シ
氏

自
動
運
転
で
名
古
屋
市
が
支
援

ト
ヨ
タ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に

原
発
の
廃
炉
作
業
を
着
実
に

進
め
る
考
え
を
示
し
た
。
風

評
払
拭
に
向
け
た
取
り
組
み

を
続
け
る
こ
と
も
強
調
し

た
。

　

四
国
電
力
は
２
０
１
８

年
、
伊
方
原
発
３
号
機
（
愛

媛
県
伊
方
町
）
が
再
稼
働
し

た
。
佐
伯
勇
人
社
長
は
「
電

気
事
業
の
収
益
基
盤
強
化
と

次
な
る
成
長
エ
ン
ジ
ン
の
創

出
と
い
う
課
題
に
挑
戦
す
る

た
め
、
ス
リ
ム
で
筋
肉
質
な

企
業
体
質
の
追
求
と
、
ス

ピ
ー
ド
感
あ
る
意
思
決
定
が

不
可
欠
。
果
敢
に
行
動
す
る

企
業
集
団
を
目
指
し
た
い
」

と
の
所
感
を
発
表
し
た
。

最
遠
の
天
体
、

雪
だ
る
ま
形

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
、
鮮
明
な
画
像
公
開

災
害
対
策
本
部
会
議
で
「
状

況
を
確
認
し
、
早
め
の
対
策

を
打
ち
た
い
」と
強
調
し
た
。

　

熊
本
市
役
所
で
は
午
前

１
０
時
か
ら
、
幹
部
職
員

ら
が
仕
事
始
め
式
を
行
っ

た
。
大
西
一
史
市
長
は
、
市

内
で
震
度
５
弱
を
記
録
し
た

３
日
の
地
震
を
受
け
て
「
熊

本
地
震
か
ら
の
復
興
の
中
に

あ
る
。
市
民
生
活
を
守
る
た

め
再
度
、
気
を
引
き
締
め
た

い
」
と
新
年
の
あ
い
さ
つ
を

し
た
。

　

九
州
新
幹
線
は
４
日
の
始

発
か
ら
運
転
を
再
開
。
Ｊ

Ｒ
熊
本
駅
の
窓
口
で
は
一

時
、
３
日
の
新
幹
線
乗
車
券

の
払
い
戻
し
や
変
更
を
求
め

る
人
々
が
列
を
つ
く
っ
た
。

観
光
で
訪
れ
て
い
た
京
都
市

の
会
社
員
井
田
久
美
子
さ
ん

（
３
５
）
は
、
急
き
ょ
熊
本

市
の
知
人
宅
で
一
夜
を
し
の

い
だ
。「
私
は
５
日
か
ら
仕

事
。
４
日
の
う
ち
に
帰
れ
て

良
か
っ
た
」
と
胸
を
な
で
下

ろ
し
て
い
た
。

運
転
へ
の
移
行
を
目
指
す
。

　

将
来
的
に
は
通
勤
、
通
学

や
観
光
で
の
利
用
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
送
迎
な

ど
に
も
活
用
し
た
い
考
え

で
、
河
村
市
長
は
「
体
の
不

自
由
な
人
た
ち
が
気
軽
に
動

け
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
世

界
的
大
実
験
が
名
古
屋
で
行

わ
れ
る
」
と
述
べ
た
。

読
み
や
す
い
③
過
去
に
使
わ

れ
て
い
な
い
―
な
ど
の
点
に

留
意
し
、
数
個
の
「
原
案
」

に
絞
り
込
み
、
有
識
者
懇
談

会
で
の
意
見
聴
取
な
ど
を
経

て
最
終
決
定
す
る
。

　

自
民
党
保
守
派
は
「
改
元

政
令
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ

た
後
に
公
布
す
べ
き
だ
」
と

主
張
し
た
が
、
政
府
は
昨
年

末
、
官
民
の
情
報
シ
ス
テ
ム

改
修
に
１
カ
月
の
準
備
期
間

が
必
要
と
す
る
最
終
調
査
結

果
を
ま
と
め
、
今
の
天
皇
陛

下
の
在
位
中
に
一
連
の
手
続

き
を
終
え
る
方
針
を
堅
持
し

た
。

　

首
相
は
年
頭
記
者
会
見
に

先
立
ち
、
伊
勢
市
の
伊
勢
神

宮
を
参
拝
し
た
。
歴
代
首
相

に
よ
る
新
春
の
参
拝
は
毎
年

恒
例
で
、
安
倍
首
相
に
と
っ

て
は
１
２
年
１
２
月
の
第
２

次
政
権
発
足
後
、７
年
連
続
。

４
日
夜
に
帰
京
し
た
。

年頭記者会見をする安倍首相＝
４日午後、三重県伊勢市（共同）

を
民
主
党
が
そ
れ
ぞ
れ
握
る

「
ね
じ
れ
議
会
」
が
始
ま
っ

た
。
下
院
議
長
に
は
民
主

党
重
鎮
ナ
ン
シ
ー
・
ペ
ロ
シ

氏
（
７
８
）
が
選
出
さ
れ
た
。

な
り
、
朝
方
か
ら
幅
広
い
銘

柄
が
値
下
が
り
し
た
。

　

午
後
２
時
現
在
は
前
年

末
終
値
比
５
５
１
円
６
９

銭
安
の
１
万
９
４
６
３
円

０
８
銭
。
東
証
株
価
指

数
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
は

２
８
・
７
７
ポ
イ
ン
ト
安
の

１
４
６
５
・３
２
。

　

ア
ッ
プ
ル
の
主
力
商
品
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）」

の
不
振
が
東
京
市
場
に
も
波

及
し
、
半
導
体
や
電
子
部
品

関
連
株
の
下
落
が
目
立
っ

た
。
米
国
と
中
国
の
景
況
感

が
貿
易
摩
擦
を
背
景
に
悪
化

し
て
お
り
、
影
響
を
受
け
や

す
い
鉄
鋼
、
機
械
と
い
っ
た

銘
柄
も
軒
並
み
売
ら
れ
た
。

　

東
京
外
国
為
替
市
場
の

円
相
場
は
一
時
１
ド
ル
＝

１
０
７
円
台
半
ば
を
付
け
、

休
日
前
の
昨
年
１
２
月
２
８

日
と
比
べ
て
２
円
以
上
円
高

ド
ル
安
が
進
行
し
た
。

震
度
６
弱
の
地
震
か
ら
一
夜
明
け
、
熊
本
県

和
水
町
で
行
わ
れ
た
成
人
式
に
出
席
し
た
高

木
千
晶
さ
ん
（
左
）
＝
４
日
午
前
（
共
同
）

ペ
ロ
シ
氏
が
議
長
を
務
め
る

の
は
２
度
目
と
な
る
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
と
民
主
党
は
メ

キ
シ
コ
国
境
の
壁
の
建
設
を

巡
り
激
し
く
対
立
。
ペ
ロ
シ

氏
は
ロ
シ
ア
疑
惑
を
巡
り
ト

ラ
ン
プ
氏
の
弾
劾
訴
追
を
排

除
し
な
い
構
え
で
、
来
年
の

大
統
領
選
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏

再
選
阻
止
を
狙
う
。

　

民
主
党
は
昨
年
１
１
月
の

中
間
選
挙
の
結
果
を
受
け
、

８
年
ぶ
り
に
下
院
多
数
派
を

奪
還
し
た
。
議
長
に
選
出
さ

れ
た
ペ
ロ
シ
氏
は
「
国
民
が

新
た
な
夜
明
け
を
求
め
た
」

と
演
説
。
大
統
領
の
弾
劾
訴

追
に
つ
い
て
「
政
治
的
理
由

で
行
う
べ
き
で
は
な
い
が
、

政
治
的
理
由
で
避
け
て
も
い

け
な
い
」
と
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー

ス
に
述
べ
、
ロ
シ
ア
疑
惑
の

捜
査
を
見
守
る
考
え
を
示
し

た
。

　

新
議
会
の
最
優
先
課
題
は

３
日
で
１
３
日
目
と
な
っ
た

連
邦
政
府
機
関
の
一
部
閉
鎖

の
問
題
。
下
院
は
３
日
、
壁

の
建
設
費
を
含
ま
な
い
予
算

案
を
民
主
党
の
賛
成
多
数
で

可
決
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
政
府
支
出
を
手
当
て
す
る

予
算
案
に
国
境
壁
の
建
設
費

を
盛
り
込
む
よ
う
強
硬
に
求

め
て
お
り
、
事
態
打
開
に
つ

な
が
る
可
能
性
は
低
い
。

　

政
府
閉
鎖
で
８
０
万
人
の

職
員
が
無
給
勤
務
や
一
時
帰

休
を
迫
ら
れ
、
解
決
を
求
め

る
世
論
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

下
院
議
長
は
米
議
会
最
高

ポ
ス
ト
で
、
大
統
領
が
執
務

不
能
に
な
っ
た
際
の
継
承

順
位
が
副
大
統
領
に
次
ぐ
要

職
。
ペ
ロ
シ
氏
は
２
０
０
７

〜
１
１
年
に
米
史
上
初
の
女

性
下
院
議
長
を
務
め
た
。
高

齢
の
た
め
民
主
党
で
は
世
代

交
代
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た

が
、
経
験
豊
富
な
ペ
ロ
シ
氏

が
議
会
運
営
を
託
さ
れ
た
。

　

下
院
（
定
数
４
３
５
、
任

期
２
年
）
の
議
席
配
分
は
民

主
２
３
５
、
共
和
１
９
９

で
、
不
正
投
票
の
疑
い
が
浮

上
し
た
南
部
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
州
の
１
議
席
が
未
確

定
。
議
長
選
で
は
ペ
ロ
シ

氏
が
２
２
０
票
を
獲
得
し
、

１
９
２
票
を
得
た
共
和
党
の

マ
ッ
カ
ー
シ
ー
氏
ら
他
の
議

員
を
上
回
っ
た
。
上
院
（
定

数
１
０
０
、
任
期
６
年
）
は

共
和
５
３
、
無
所
属
を
含
む

民
主
系
４
７
と
な
っ
た
。

　

両
社
は
昨
年
１
０
月
、
自

動
運
転
技
術
を
搭
載
し
た
次

世
代
車
の
事
業
展
開
で
提

携
に
合
意
し
、
共
同
出
資
で

新
会
社
「
モ
ネ　

テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
」
を
設
立
す
る
と
発

表
し
た
。
名
古
屋
市
は
最
初

の
連
携
先
に
な
る
と
み
ら
れ

る
。

直
径
約
１
４
キ
ロ
と
同
約

１
９
キ
ロ
の
二
つ
の
球
が
互

い
に
回
り
な
が
ら
次
第
に
距

離
を
縮
め
、
ゆ
っ
く
り
と

く
っ
つ
い
た
ら
し
い
。

　

ウ
ル
テ
ィ
マ
ト
ゥ
ー
レ
は

海
王
星
の
さ
ら
に
外
側
を
回

る
多
数
の
太
陽
系
外
縁
天
体

の
う
ち
の
一
つ
で
、
４
６
億

年
前
に
太
陽
系
が
形
成
さ
れ

た
頃
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
チ
ー
ム
は

今
回
の
探
査
で
「
タ
イ
ム
マ

シ
ン
の
よ
う
に
太
陽
系
の
誕

生
に
さ
か
の
ぼ
れ
る
」
と
し

て
お
り
、
今
後
続
々
と
届
く

デ
ー
タ
の
分
析
を
進
め
る
。

　

探
査
機
は
２
０
０
６
年

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
０
７

年
に
木
星
の
そ
ば
を
通
過
、

１
５
年
に
は
冥
王
星
に
接

近
し
た
。
地
球
は
太
陽
か

ら
１
億
５
千
万
キ
ロ
の
軌

道
を
公
転
し
て
い
る
が
、
今

回
接
近
し
た
ウ
ル
テ
ィ
マ

ト
ゥ
ー
レ
は
、
そ
の
４
３
倍

の
６
５
億
キ
ロ
の
半
径
で
太

陽
の
周
り
を
回
っ
て
い
る
。

ラ
ン
ド
州
）
共
同
】
米
航
空

宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
は
２

日
、
無
人
探
査
機
「
ニ
ュ
ー

ホ
ラ
イ
ズ
ン
ズ
」
が
冥
王
星

よ
り
先
に
あ
る
天
体
「
ウ
ル

テ
ィ
マ
ト
ゥ
ー
レ
」
に
接
近

し
た
時
に
撮
影
し
た
、
こ
れ

ま
で
よ
り
鮮
明
な
画
像
を
公

開
し
た
。
大
小
二
つ
の
球
が

く
っ
つ
い
た
雪
だ
る
ま
の
よ

う
な
形
で
、
探
査
機
が
訪
れ

　
【
ロ
ー
レ
ル
（
米
メ
リ
ー

は
、
ほ
っ
と

し
た
表
情

を
し
な
が

ら
も
、
す
ぐ

に
気
を
引

き
締
め
た
。

　

和
水
町

役
場
の
職

員
ら
は
、
午

前
中
に
予

定
し
た
仕

事
始
め
式

を
す
る
余

裕
も
な
い

ま
ま
、
早

朝
か
ら
被

害
調
査
に

奔
走
。
上

原
真
二
総

務
課
長
は
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他
の
詳
細
に
は
ほ
ぼ
触
れ
ず

報
で
は
、
カ
サ
ビ
氏
が
３
日

に
休
職
を
願
い
出
た
た
め
、

当
面
は
職
務
を
離
れ
る
（
ア

フ
ァ
ス
タ
メ
ン
ト
）
と
報
じ

ら
れ
た
。

　

４
日
付
伯
字
サ
イ
ト
に
よ

る
と
、
カ
サ
ビ
氏
は
既
に
、

昨
年
の
１
２
月
２
８
日
に
就

任
と
同
時
に
休
職
と
の
意
向

を
表
明
し
て
い
た
が
、
正
式

に
休
職
を
申
し
入
れ
た
の
は

３
日
だ
っ
た
。

　

カ
サ
ビ
氏
が
休
職
し
た
理

由
は
、
昨
年
１
２
月
１
９
日

に
行
わ
れ
た
連
邦
警
察
の
捜

査
で
、
対
象
と
な
っ
た
こ
と

だ
。
こ
の
捜
査
は
、
食
品
大

手
の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
や
親
会
社
の

Ｊ
＆
Ｆ
社
関
係
者
が
行
っ
た

報
奨
付
証
言
に
基
づ
い
た
も

の
。
そ
れ
に
よ
る
と
Ｊ
Ｂ
Ｓ

社
は
、
カ
サ
ビ
氏
が
聖
市
市

長
時
代
の
２
０
１
０
年
か

ら
、
カ
サ
ビ
氏
に
便
宜
を

図
っ
て
も
ら
う
必
要
が
生
じ

る
こ
と
を
見
越
し
て
、
毎
月

３
５
万
レ
ア
ル
に
及
ぶ
賄
賂

の
支
払
を
行
い
は
じ
め
た
。

賄
賂
の
支
払
い
は
、
１
２
年

　

大
統
領
就
任
後
初
め
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
社
会
自

由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
３
日
、
年
金
受
給
開
始
の
最
低
年
齢
を
男
性
６
２
歳
、
女
性

５
７
歳
か
ら
と
す
る
と
い
う
私
案
を
披
露
し
た
と
４
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

い
。『
男
性
６
２
歳
、
女
性

５
７
歳
』
も
、
一
気
に
引
き

上
げ
る
わ
け
で
は
な
く
、
段

階
的
だ
。
２
０
２
３
年
以
降

に
受
給
開
始
年
齢
を
上
げ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
次

の
政
権
が
財
政
状
況
を
見
て

決
め
る
べ
き
」
と
語
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

制
度
移
行
期
間
の
扱
い
や
、

都
市
労
働
者
と
農
村
労
働
者

の
区
別
、
民
間
と
国
家
公
務

員
の
区
別
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
語
ら
な
か
っ
た
。

　

３
日
に
は
政
権
発
足
後
初

の
閣
議
も
行
わ
れ
、
オ
ニ
キ

ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
ー
ニ
官
房
長

官
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
は

閣
議
後
、「
経
済
政
策
ス
タ
ッ

フ
（
ゲ
デ
ス
経
済
相
サ
イ

ド
）
か
ら
、
４
日
、
ま
た
は

来
週
中
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
に
対
し
て
社
会
保
障
制
度

改
革
に
関
す
る
提
案
が
行
わ

れ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
今

回
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
発
言
は
、

政
権
内
の
意
思
疎
通
が
取
れ

て
い
な
い
か
、
意
図
的
に
メ

デ
ィ
ア
に
語
り
、
世
論
の
反

応
を
見
て
い
る
可
能
性
も
あ

　

３
日
の
Ｓ
Ｂ
Ｔ
局
で
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
、
か
ね
て
か
ら

１
月
中
に
発
す
る
と
噂
さ
れ

て
い
る
銃
に
関
す
る
大
統
領

令
で
は
、
銃
の
所
有
だ
け
で

な
く
、
銃
の
携
行
も
容
易
に

す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
同

大
統
領
に
よ
る
と
、
銃
使

る
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
、
公
務
員
年
金
が
国
家

財
政
の
最
大
負
担
で
あ
る
こ

と
を
認
め
つ
つ
も
、
昨
年
末

に
聖
市
議
会
が
承
認
し
た
よ

う
に
、
公
務
員
給
与
か
ら
の

年
金
天
引
き
率
を
１
１
％
か

ら
１
４
％
に
上
げ
る
つ
も
り

は
な
い
と
語
っ
て
い
る
。

　
「
６
２
／
５
７
案
」
に
は

既
に
、
反
対
の
声
が
出
て
き

て
い
る
。
連
邦
上
院
の
相
談

役
で
、
社
会
保
障
問
題
の
専

門
家
の
ペ
ド
ロ
・
ネ
リ
ー
氏

は
、「
大
統
領
の
語
る
６
２

／
５
７
案
で
は
、
現
行
の
都

市
労
働
者
年
金
、
男
性
６
５

歳
、
女
性
６
０
歳
よ
り
も
手

ぬ
る
い
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

投
稿
し
た
。

「
６
２
／
５
７
案
」は
観
測
気
球
？

１
２
月
に
同
氏
が
聖
市
市
長

を
退
い
た
後
も
、
１
６
年
ま

で
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
Ｊ
＆
Ｆ
社
元
理
事
の
リ
カ

ル
ド
・
サ
ウ
ジ
氏
に
よ
る

と
、
こ
の
月
ご
と
の
贈
賄

で
３
千
万
レ
ア
ル
、
ま
た
、

２
０
１
４
年
の
大
統
領
選
の

際
に
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
ジ
ウ
マ
氏

（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
を
支

援
し
た
際
に
も
Ｐ
Ｓ
Ｄ
宛
に

２
８
０
０
万
の
支
払
を
行
っ

て
い
た
と
い
う
。

　

１
２
月
１
９
日
の
家
宅
捜

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
ら
と
並
ん
で
期
待

さ
れ
、
中
で
も
局
の
と
り
ま

と
め
を
行
う
総
務
局
長
の
任

務
を
任
さ
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
カ
サ
ビ
氏
は
１
日

に
聖
市
の
州
庁
舎
（
バ
ン
デ

イ
ラ
ン
テ
ス
宮
）
で
行
わ
れ

た
ド
リ
ア
知
事
な
ら
び
に
州

閣
僚
の
就
任
式
に
欠
席
。
形

の
上
で
は
同
氏
の
名
前
が
報

じ
ら
れ
、
翌
２
日
付
の
官
報

で
も
正
式
に
就
任
が
発
表
さ

れ
た
。
し
か
し
、
４
日
付
官

　

聖
州
は
３
日
、
聖
州
府
総

務
局
長
に
就
任
し
た
ば
か
り

の
、
前
科
学
技
術
相
で
元
聖

市
市
長
の
ジ
ル
ベ
ル
ト
・
カ

サ
ビ
氏
（
社
会
民
主
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｄ
）の
休
職
を
発
表
し
た
。

「
贈
収
賄
工
作
な
ど
の
疑
惑

を
晴
ら
す
た
め
」だ
と
い
う
。

４
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ

て
い
る
。

　

カ
サ
ビ
氏
は
テ
メ
ル
前
政

権
の
閣
僚
か
ら
ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
新
知
事
の
聖
州
政
権

に
参
加
す
る
局
長
の
ひ
と
り

で
、
エ
ン
リ
ケ
・
メ
イ
レ
レ

ス
財
務
局
長
（
民
主
運
動
・

正
式
公
示
さ
れ
た
翌
日
に

バ
ス
襲
撃
、爆
破
の
暴
動
発
生

昨
年
末
に
汚
職
捜
査
受
け
る

索
で
は
、
聖
市
に
あ
る
カ
サ

ビ
氏
の
自
宅
か
ら
、
資
金
洗

浄
が
疑
わ
れ
る
現
金
３
０
万

レ
ア
ル
が
見
つ
か
り
、
押
収

さ
れ
て
い
る
。

　

カ
サ
ビ
氏
の
広
報
担
当

は
「
本
人
は
至
っ
て
平
静
だ
。

現
在
は
、
疑
惑
に
関
す
る

釈
明
を
行
う
た
め
、
弁
護
士

か
ら
求
め
ら
れ
た
書
類
な
ど

を
整
え
、
送
付
す
る
準
備
を

行
っ
て
い
る
」
と
の
書
面
を

発
表
し
て
い
る
。

　

カ
サ
ビ
氏
が
休
職
中
は
、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・

マ
ル
フ
氏
が
代
行
を
つ
と
め

る
と
発
表
さ
れ
た
。
同
氏
は
、

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

聖
市
市
長
の
祖
父
で
あ
る
故

マ
リ
オ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
氏
が

聖
州
知
事
だ
っ
た
頃
、
総
務

局
長
を
つ
と
め
た
経
験
が
あ

り
、
聖
市
で
も
渉
外
局
長
を

つ
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。

Ｓ
Ｓ
を
１
５
年
以
上
支
払
っ

た
上
で
、
男
性
は
６
５
歳
以

上
、
女
性
は
６
０
歳
以
上
に

達
す
る
」
も
し
く
は
、「
年

齢
の
制
限
な
く
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

を
男
性
は
３
５
年
、
女
性
は

３
０
年
以
上
支
払
う
」
こ
と

で
年
金
を
受
給
で
き
る
。

　

こ
の
制
度
だ
と
、
１
０
代

半
ば
で
働
き
始
め
た
人
は
、

Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
規
定
年
数
さ
え

支
払
え
ば
、
女
性
は
４
０
代

半
ば
、
男
性
で
も
５
０
歳
前

後
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
事

が
出
来
る
。

　

伯
国
社
会
の
高
齢
化
に
よ

り
、
そ
う
し
た
人
々
へ
の
年

金
の
支
払
い
が
増
え
続
け
て

い
る
事
が
、
国
家
財
政
へ
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
我
々
は
任
期
末
の

２
０
２
２
年
末
ま
で
に
社
会

保
障
制
度
改
革
を
行
い
た

カサビ氏（José Cruz/Agência Brasil）

ボウソナロ大統領（Marcos Correa / PR）

既
に「
手
ぬ
る
い
」と
の
批
判
も

セアラー州

　

ま
た
、「
６
２
／
５
７
案

は
、
議
会
を
ま
と
め
る
難
易

度
が
低
い
代
わ
り
に
、
大
し

た
経
済
効
果
を
も
た
ら
さ
な

い
と
の
認
識
も
、
政
権
内
部

に
は
存
在
す
る
」
と
エ
ス

タ
ー
ド
紙
は
報
じ
て
い
る
。

用
は
あ
く
ま
で
正
当
防
衛
の

時
の
み
に
限
る
と
し
、
犯
罪

の
多
い
地
域
で
は
携
行
し
や

す
い
状
況
に
す
る
と
し
て
い

る
。
だ
が
、
国
民
の
６
０
％

以
上
が
銃
の
所
有
に
さ
え
反

対
し
て
い
る
状
況
下
、
い
く

ら
「
防
衛
の
た
め
」
と
い
う

決
ま
り
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

所
有
者
が
常
に
ル
ー
ル
を

守
っ
た
銃
の
使
い
方
を
す
る

か
否
か
は
疑
問
だ
。
国
民
の

間
で
十
分
に
議
論
を
重
ね
る

必
要
の
あ
る
問
題
な
の
に
、

１
月
中
に
発
令
で
は
あ
ま
り

に
も
早
す
ぎ
で
は
。
調
印
の

頃
に
は
大
騒
動
は
必
至
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

最
近
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

と
し
て
も
大
人
気
の
女
性
歌

手
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
の
息
子

で
性
転
換
者
と
し
て
も
知
ら

れ
る
俳
優
の
タ
ミ
ー
・
ミ
ラ

ン
ダ
氏
が
、
補
欠
当
選
で
聖

市
市
議
に
な
る
こ
と
が
決
定

的
に
な
っ
た
。
市
議
の
中
か

ら
州
議
や
下
議
に
当
選
し
た

人
や
罷
免
者
が
出
た
た
め
、

１
６
年
の
市
議
選
で
補
欠
上

位
に
い
た
同
氏
の
繰
上
げ
が

間
違
い
な
く
な
っ
た
た
め

だ
。
タ
ミ
ー
氏
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
権
利
向
上
を
訴
え
て
い
る

が
、
出
馬
は
右
派
政
党
の
進

歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）。
市
議
と
し

て
ど
ん
な
政
治
を
行
う
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

４
日
午
後
２
時
頃
、
聖
市

で
強
い
雨
が
降
り
、
市
内

１
４
箇
所
で
冠
水
が
起
き
る

事
態
と
な
っ
た
。
本
紙
編
集

部
で
も
同
じ
時
間
帯
に
停
電

が
起
き
、１
時
間
３
０
分
強
、

電
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
雨

は
そ
の
後
や
ん
だ
も
の
の
、

ま
だ
蒸
し
暑
い
状
態
は
続
い

て
お
り
、
雨
は
ま
だ
降
り
そ

う
だ
。
今
週
末
に
大
雨
が
降

る
と
の
予
報
が
あ
る
こ
と
は

昨
日
付
本
欄
で
も
報
じ
て
お

い
た
が
、
突
然
の
雨
や
雷
、

停
電
に
は
注
意
が
必
要
だ
。

　

昨
年
１
０
月
２
８
日
の
大

統
領
選
決
選
投
票
か
ら
今
年
の
１
月
３
日
ま
で
に
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
社
会
自
由

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
、
短
文
投

稿
サ
イ
ト
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
（@

jairb
o
lso
n
aro

）
に

３
４
５
回
の
投
稿
を
行
っ
た

が
、
そ
の
４
分
の
１
以
上
は
、

メ
デ
ィ
ア
批
判
と
労
働
者
党

（
Ｐ
Ｔ
）
な
ど
の
左
派
勢
力

へ
の
攻
撃
だ
っ
た
と
、
４
日

付
フ
ォ
ー
リ
ャ
（
Ｆ
）
紙
が

報
じ
た
。

　

現
在
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
が
１
０
２
０
万

人
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は

８
８
０
万
人
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

は
２
８
６
万
人
だ
。

　

決
戦
投
票
の
直
後
に
は
、

「
今
や
、
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
伯
国
を
統
一
す
る
事
。
こ

の
任
務
は
必
ず
成
し
遂
げ
ら

れ
る
」
と
書
き
込
み
、
大
統

領
選
挙
の
対
立
候
補
、
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
に
対

す
る
感
謝
の
弁
ま
で
述
べ
て

い
た
が
、
こ
の
ト
ー
ン
も
す

ぐ
に
攻
撃
的
な
も
の
に
変

わ
っ
た
。

　

３
４
５
回
の
投
稿
の
内
、

メ
デ
ィ
ア
批
判
、
Ｐ
Ｔ
及
び

左
派
勢
力
批
判
は
合
わ
せ

て
２
７
％
だ
っ
た
。
ま
た
、

２
２
％
は
自
分
を
擁
護
す
る

勢
力
、
団
体
、
個
人
に
よ
る

投
稿
の
拡
散
で
、
こ
の
中
に

も
メ
デ
ィ
ア
や
反
対
派
へ
の
攻

撃
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

２
０
・
５
％
は
感
謝
の
表

明
で
、
１
７
・
６
％
は
新

政
権
の
方
針
や
公
約
を
告

知
す
る
内
容
、
そ
の
他
が

１
３
・３
％
だ
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
私

有
財
産
が
急
に
増
え
て
い
る

こ
と
や
、
幽
霊
職
員
問
題
、

選
挙
中
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
を
支
持
す
る
企
業
家
が
Ｐ

Ｔ
を
攻
撃
す
る
内
容
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ネ
ッ
ト
で
拡
散
し

て
い
た
こ
と
な
ど
を
積
極
的

に
報
道
し
、
北
部
や
北
東
部

か
ら
の
閣
僚
は
皆
無
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
き
た

Ｆ
紙
へ
の
攻
撃
は
特
に
苛
烈

で
、「
低
俗
で
汚
い
報
道
機

関
」
と
ま
で
呼
ん
で
い
る
。

　

北
東
部
の
セ
ア
ラ
ー
州
で

は
、
２
日
夜
か
ら
バ
ス
襲
撃

な
ど
の
犯
罪
者
に
よ
る
暴
動

が
連
続
発
生
し
て
お
り
、
セ

ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
が
国
家

治
安
部
隊
（
Ｆ
Ｎ
）
の
派
遣

を
認
め
た
と
３
、４
日
付
伯

字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

２
日
夜
、
フ
ォ
ル
タ
レ
ー

ザ
市
で
起
き
た
２
件
の
バ
ス

焼
き
討
ち
事
件
に
始
ま
っ
た

暴
動
は
、
３
、４
両
日
も
止

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

ま
た
、
攻
撃
の
範
囲
も
州
都

や
そ
の
周
辺
部
か
ら
内
陸
部

へ
広
が
っ
て
い
る
。

　

バ
ス
や
銀
行
、
市
役
所
、

警
察
署
、
車
販
売
店
な
ど
の

襲
撃
、
爆
破
事
件
は
４
日
朝

ま
で
で
４
５
回
を
超
え
、
フ
ォ

ル
タ
レ
ー
ザ
市
内
の
バ
ス
は

運
休
が
相
次
い
で
い
る
。
ま

た
、
３
日
の
爆
破
事
件
で
橋

脚
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
カ

ウ
カ
イ
ア
市
の
橋
は
、
崩
壊

の
可
能
性
も
あ
り
、
３
日
か

ら
通
行
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
連
の
暴
動
は
、
新
設
さ

れ
た
州
刑
務
所
管
理
局
の
ル

イ
ス
・
マ
ウ
ロ
・
ア
ウ
ブ
ケ
ル

ケ
局
長
が
２
日
、
同
州
の
刑

務
所
で
は
今
後
、
所
属
す
る

犯
罪
組
織
別
の
収
監
者
振
り

分
け
を
行
わ
な
い
事
や
、
刑

務
所
内
へ
の
携
帯
電
話
持
ち

込
み
を
厳
重
に
監
視
す
る
事

な
ど
を
発
表
し
た
事
が
原
因

と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

同
州
保
安
局
諜
報
課
に
よ

る
と
、
暴
動
の
指
示
は
フ
ォ

ル
タ
レ
ー
ザ
市
近
郊
の
イ
タ

イ
チ
ン
ガ
市
の
刑
務
所
か
ら

出
て
い
る
と
い
う
。
刑
務
所

管
理
局
は
３
日
に
、
同
市
の

刑
務
所
（
予
備
拘
留
施
設
）

で
携
帯
電
話
を
押
収
す
る
た

め
の
緊
急
監
査
を
実
施
。
緊

急
監
査
や
超
過
密
状
態
に
あ

る
事
に
反
発
し
た
収
監
者
が

施
設
内
で
の
暴
動
も
起
こ
し

た
が
、
幸
い
、
脱
走
者
や
死

傷
者
は
出
て
い
な
い
。
同
施

設
に
は
、
リ
オ
州
が
本
拠
の

犯
罪
組
織
コ
マ
ン
ド
・
ヴ
ェ
ル

メ
ー
リ
ョ
と
、
同
州
の
犯
罪

組
織
グ
ア
ル
ジ
ア
ン
・
ド
・

エ
ス
タ
ー
ド
の
構
成
員
が
収

監
さ
れ
て
い
る
。

　

同
州
の
カ
ミ
ー
ロ
・
サ
ン

タ
ナ
知
事
は
こ
の
時
点
で
、

モ
ロ
法
相
に
治
安
部
隊
派
遣

を
要
請
し
た
が
、
３
日
は
、

連
邦
警
察
や
連
邦
道
路
警

察
、
国
家
刑
務
所
管
理
局
が

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う

指
示
が
出
る
に
止
ま
っ
た
。

　

だ
が
、
３
日
夜
か
ら
４
日

未
明
に
か
け
て
も
、
銀
行
や

市
役
所
、
警
察
署
前
に
停
車

中
の
車
な
ど
へ
の
放
火
や
襲

撃
が
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
、

４
日
朝
、
３
０
日
間
の
Ｆ
Ｎ

派
遣
が
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
４
日
朝
ま
で
に
暴

動
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る

市
は
、
フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
、
チ

ン
グ
ア
、パ
カ
ツ
ー
バ
、な
ど
、

１
５
市
に
及
ん
で
い
る
。
ま

た
、
現
行
犯
な
ど
、
４
０
人

が
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
前
、

悲
劇
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
聖

市
地
下
鉄
１
号
線
の
ト
ン
ネ

ル
で
の
３
歳
児
の
事
故
死
に

関
し
、
駅
側
が
ト
ン
ネ
ル
捜

査
の
許
可
を
出
す
の
に
１
時

間
を
要
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
４
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

ル
ア
ン
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
オ

リ
ヴ
ェ
イ
ラ
ち
ゃ
ん
が
死
亡

し
た
事
故
は
昨
年
１
２
月

２
３
日
に
聖
市
地
下
鉄
１
号

線
サ
ン
タ
ク
ル
ス
駅
で
起
き

た
が
、
も
し
、
駅
側
の
対
応

が
早
け
れ
ば
、
同
君
の
命
は

助
か
っ
て
い
た
の
で
は
と
指

摘
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

地
下
鉄
側
は
１
１
時
７
分

に
、「
サ
ン
タ
ク
ル
ス
駅
で

ル
ア
ン
ち
ゃ
ん
が
一
人
で
降

り
た
」
と
の
通
報
を
受
け

取
っ
た
。
ル
ア
ン
ち
ゃ
ん
は

両
親
と
海
に
行
く
た
め
、
１

号
線
で
ジ
ャ
バ
ク
ア
ラ
方
面

に
向
か
っ
て
い
た
が
、
同
駅

で
母
の
膝
か
ら
滑
り
下
り
、

し
ま
り
か
け
た
電
車
の
扉
を

す
り
抜
け
て
飛
び
出
し
て
し

ま
い
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

ひ
と
り
き
り
に
な
っ
た
。

　

駅
員
ら
は
駅
構
内
や
５
号

線
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
同

駅
に
隣
接
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
探
し
た

が
、
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、

「
ト
ン
ネ
ル
に
落
ち
た
の
で

は
」
と
判
断
し
た
捜
査
担
当

者
が
駅
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
捜

査
願
い
を
出
し
た
。
だ
が
、

そ
の
許
可
が
下
り
る
の
に
時

間
が
か
か
り
、
１
２
時
８
分

に
や
っ
と
許
可
が
出
た
。

　

１
２
時
２
２
分
、
機
関
士

か
ら
線
路
の
枕
木
の
間
に
倒

れ
て
い
る
ル
ア
ン
ち
ゃ
ん

を
見
た
と
の
連
絡
が
入
り
、

１
２
時
４
４
分
に
そ
の
位
置

を
確
認
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

に
着
い
た
の
は
５
８
分
で
、

ま
だ
命
が
あ
っ
た
が
、
頭
部

に
負
傷
し
て
お
り
、
病
院
で

息
絶
え
た
。

受給開始年齢の私案を披露
　

テ
メ
ル
前
政
権
が
作
成

し
、
一
昨
年
に
下
院
投
票
直

前
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
も
、
棚

上
げ
に
な
っ
て
い
た
社
会
保

障
制
度
改
革
案
の
一
部
を
利

用
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
前
置
き
し
た
後
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、
テ
メ
ル

政
権
案
で
は
、男
性
６
５
歳
、

女
性
６
２
歳
だ
っ
た
受
給
開

始
年
齢
は
、
男
性
６
２
歳
、

女
性
５
７
歳
が
望
ま
し
い
と

語
っ
た
。

　

現
行
制
度
で
は
、「
Ｉ
Ｎ

当
選
後
か
ら
３
４
０
回
超
す
投
稿

１
／
４
は
政
敵
、メ
デ
ィ
ア
の
批
判

モ
ロ
法
相
、国
家
治
安
部
隊
派
遣
へ

ボウソナロ
大統領

元聖市市長

カ
サ
ビ
が
州
総
務
局
長
を
休
職

（２）２０１９年 第５１５４号 １月 ５日 （土曜日）

ツイッター大統領

ト
ン
ネ
ル
捜
査
許
可
に
１
時
間

ク
リ
ス
マ
ス
前
の
３
歳
児
死
亡
事
故

聖市地下鉄



　

教
き
ょ
う

育い
く

社し
ゃ

会か
い

学が
く

専せ
ん

攻こ
う

の
藤ふ

じ

田た

英ひ
で

典の
り

・
東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
、

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大だ

い

学が
く

の
客

き
ゃ
く

員い
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

と
し
て
、フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
に
滞た

い

在ざ
い

し
て
い
た
１
９
８
３
～
４
年ね

ん

頃ご
ろ

の
事こ

と

で
あ
る
。
あ
る

日ひ

、
イ
ン
ド
人じ

ん

の
同ど

う

僚り
ょ
うと
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くに
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
・
シ
ョッ
プ
に

行い

っ
た
。ベ
ー
コ
ン・チ
ー
ズ・バ
ー
ガ
ー
と
ス
モ
ー
ル・サ
ラ
ダ・

バ
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
を
注

ち
ゅ
う

文も
ん

す
る
と
、
女お

ん
なの
子こ

が
レ
ジ
に
注

ち
ゅ
う

文も
ん

を

打う

ち
込こ

み
、
１
ド
ル
３
９
セ
ン
ト
だ
と
言い

う
。

　

教
き
ょ
う

授じ
ゅ

は
び
っ
く
り
し
て
、「
ベ
ー
コ
ン
・
チ
ー
ズ
・
バ
ー
ガ
ー

が
１
ド
ル
５
９
セ
ン
ト
で
し
ょ
。
そ
れ
に
ス
モ
ー
ル
・
サ
ラ
ダ
・

バ
ー
と
コ
ー
ヒ
ー
だ
よ
。
そ
れ
で
１
ド
ル
３
９
セ
ン
ト
な
の
？

税ぜ
い

込こ

み
で
３
ド
ル
９
セ
ン
ト
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
言い

う
と
、
女

お
ん
な

の
子こ

は
、
レ
ジ
を
も
う
一い

ち

度ど

、
打う

ち
直な

お

し
、
再ふ

た
た
び
「
１
ド
ル

３
９
セ
ン
ト
」
だ
と
言い

う
。
も
う
一い

ち

度ど

繰く

り
返か

え

し
て
言い

っ
て
も
、

「
機き

械か
い

が
そ
う
言い

っ
て
い
る
。
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ 

ｓ
ａ
ｙ
ｓ 

ｓ
ｏ
．」
と
し
か
、
答こ

た

え
な
い
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内う

ち

に
、
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
後う

し

ろ
に
は
、
５
、６
人に

ん

の
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

が
で
き
て
し
ま
っ
た
。
店み

せ

の
マ
ス
タ
ー
が
出で

て
き
て
、

教き
ょ
う

授じ
ゅ

か
ら
事じ

情じ
ょ
うを
聞き

き
、
自じ

分ぶ
ん

で
レ
ジ
に
打う

ち
込こ

む
と
、
や

は
り
同お

な

じ
答こ

た

え
が
返か

え

っ
て
く
る
。
マ
ス
タ
ー
は
レ
ジ
に
鍵か

ぎ

を
か

け
て
、
女お

ん
なの
子こ

に
は
他た

の
機き

械か
い

を
使つ

か

う
よ
う
に
言い

い
、
カ
ウ
ン

タ
ー
の
隅す

み

で
紙か

み

の
上う

え

に
計け

い

算さ
ん

を
始は

じ

め
た
。
一い

ち
の
位く

ら
い
か
ら
順

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
んに

計け
い

算さ
ん

し
て
い
く
の
で
、
も
ど
か
し
い
位く

ら
いに
時じ

間か
ん

が
か
か
っ
た
が
、

よ
う
や
く
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

の
暗あ

ん

算ざ
ん

通ど
お

り
３
ド
ル
９
セ
ン
ト
と
い
う
数す

う

字じ

に
達た

っ

し
た
。

　
一い

っ

緒し
ょ

に
店み

せ

に
入は

い

っ
た
イ
ン
ド
人じ

ん

の
同ど

う

僚り
ょ
うは
、
も
う
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
半は

ん

分ぶ
ん

ほ
ど
食た

べ
終お

え
て
い
た
。
彼か

れ

は
「
イ
ン
ド
で
も
こ

う
い
う
事こ

と

は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
学が

っ

校こ
う

は
、
３
Ｒ
ｓ
（
読よ

み
、

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
、
書か

き
、
Ｗ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
、
算さ

ん

数す
う

、
Ａ

Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
、
の
基き

礎そ

学が
く

力り
ょ
く）
の
教

き
ょ
う

育い
く

を
い
い
か

げ
ん
に
し
て
い
る
か
ら
だ
」
と
言い

っ
た
。［
１
，
Ｐ
６
０
］

　
こ
の
よ
う
な
光こ

う

景け
い

が
、
何な

ん

年ね
ん

か
し
た
ら
、
日に

本ほ
ん

で
も
広ひ

ろ

ま

る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
８
０
年ね

ん

代だ
い

に
問も

ん

題だ
い

と
な
っ
た

学が
く

力り
ょ
く

崩ほ
う

壊か
い

現げ
ん

象し
ょ
うが
、
今い

ま

や
日に

本ほ
ん

で
も
起お

き
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。

そ
の
後ご

、
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
反は

ん

省せ
い

か
ら
学が

く

力り
ょ
く

重じ
ゅ
う

視し

の
教

き
ょ
う

育い
く

改か
い

革か
く

が
進す

す

め
ら
れ
て
い
る
が
、
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

で
は
、
そ
の
失し

っ

敗ぱ
い

学が
く

力り
ょ
く

崩ほ
う

壊か
い

が

　
　
　
　

階か
い

級き
ゅ
う

社し
ゃ

会か
い

を
招ま

ね

く

２０００年
ねん

３月
がつ

２６日
にち

版
ばん

を
参さ

ん

考こ
う

に
す
る
こ
と
も
な
く
「
ゆ
と
り
」
教

き
ょ
う

育い
く

が
進す

す

め
ら
れ
て

い
る
。
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
学が

く

力り
ょ
く

崩ほ
う

壊か
い

を
考か

ん
が
え
る
前ま

え

に
、
ま
ず
ア
メ

リ
カ
で
の
前ぜ

ん

例れ
い

を
概が

い

観か
ん

し
て
お
こ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
６
０
年ね

ん

代だ
い

以い

降こ
う

、
特と

く

に
高こ

う

校こ
う

で
「
暴ぼ

う

力
り
ょ
く

学が
く

園え
ん

」
化か

が
問も

ん

題だ
い

と
な
り
、
押お

し
つ
け
的て

き

で
画か

く

一い
つ

的て
き

な
公こ

う

立り
つ

学が
っ

校こ
う

の
あ
り
方か

た

に
原げ

ん

因い
ん

が
あ
る
と
さ
れ
た
。
７
０
年ね

ん

代だ
い

に
は

「
学が

っ

校こ
う

の
人に

ん

間げ
ん

化か

」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
選せ

ん

択た
く

制せ
い

に
し
て
、
自じ

動ど
う

車し
ゃ

の
整せ

い

備び

や
、
各か

く

種し
ゅ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活か
つ

動ど
う

な
ど
を
単た

ん

位い

と
し
て
認み

と

め
る
高こ

う

校こ
う

が
増ふ

え
た
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
冒ぼ

う

頭と
う

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
見み

ら
れ
た
よ
う
に
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

の
基き

礎そ

的て
き

学が
く

力り
ょ
くの
低て

い

下か

が
顕け

ん

著ち
ょ

と
な
り
、
１
９
８
３

年ね
ん

、
レ
ー
ガ
ン
政せ

い

権け
ん

の
も
と
で
、
レ
ポ
ー
ト
「
危き

機き

に
立た

つ
国こ

っ

家か

、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ａ
Ｔ 

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｋ
」
が
刊か

ん

行こ
う

さ
た
。
そ

の
中な

か

で
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
問も

ん

題だ
い

提て
い

起き

が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
１
７
歳さ

い

人じ
ん

口こ
う

の
約や

く

１
３
％
は
、
機き

能の
う

的て
き

識し
き

字じ

能の
う

力り
ょ
く（
社し

ゃ

会か
い

的て
き

自じ

立り
つ

に
必ひ

つ

要よ
う

な
読よ

み
書か

き
能の

う

力り
ょ
く）
に
欠か

け
て
お
り
、
そ
の

割わ
り

合あ
い

は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
黒こ

く

人じ
ん

そ
の
他ほ

か

の
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

）
で
は

４
０
％
に
も
達た

っ

し
て
い
る
。

・
大だ

い

学が
く

入に
ゅ
う

試し

委い

員い
ん

会か
い

の
進し

ん

学が
く

適て
き

性せ
い

テ
ス
ト
（
Ｓ
Ａ
Ｔ
）
の
平へ

い

均き
ん

得と
く

点て
ん

は
、
１
９
６
３
年ね

ん

か
ら
１
９
８
０
年ね

ん

ま
で
一い

っ

貫か
ん

し
て

低て
い

下か

し
て
い
る
。

・
全ぜ

ん

国こ
く

の
公こ

う

立り
つ

４
年ね

ん

生せ
い

大だ
い

学が
く

に
お
け
る
治ち

療り
ょ
うコ
ー
ス
（
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な

基き

礎そ

学が
く

力り
ょ
くの
な
い
学が

く

生せ
い

に
対た

い

す
る
補ほ

習し
ゅ
うコ
ー
ス
）
の
割わ

り

合あ
い

は
、

７
５
年ね

ん

か
ら
８
０
年ね

ん

に
か
け
て
、
７
２
％
増ぞ

う

加か

し
て
い
る
。

　
こ
の
時と

き

に
見み

習な
ら

う
べ
き
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
の
が
、
日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

で
あ
っ
た
。
当と

う

時じ

、
日に

本ほ
ん

の
中

ち
ゅ
う

高こ
う

生せ
い

の
学が

く

力り
ょ
くは
世せ

界か
い

最さ
い

高こ
う

水す
い

準じ
ゅ
んに
あ
り
、
そ
れ
に
基も

と

づ
く
高た

か

い
技ぎ

術じ
ゅ
つ

力り
ょ
くと
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

の
質し

つ

が
、日に

本ほ
ん

の
経け

い

済ざ
い

的て
き

繁は
ん

栄え
い

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
見み

な
さ
れ
た
。

　

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

は
「
教

き
ょ
う

育い
く

再さ
い

建け
ん

に
よ
る
『
強つ

よ

い
ア
メ
リ
カ
』
の
復ふ

っ

活か
つ

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
全ぜ

ん

米べ
い

各か
く

州し
ゅ
うで
高こ

う

校こ
う

の
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

水す
い

準
じ
ゅ
ん

が
引ひ

き
上あ

げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
学が

っ

校こ
う

選せ
ん

択た
く

の
幅は

ば

が
広ひ

ろ

げ
ら
れ
、

学が
っ

校こ
う

間か
ん

の
競

き
ょ
う

争そ
う

が
促そ

く

進し
ん

さ
れ
た
。

　

教
き
ょ
う

育い
く

再さ
い

建け
ん

に
よ
る
「
強つ

よ

い
ア
メ
リ
カ
の
復ふ

っ

活か
つ

」
は
、
レ
ー
ガ

ン
政せ

い

権け
ん

以い

降こ
う

も
、
ブ
ッ
シ
ュ
政せ

い

権け
ん

の
「
教

き
ょ
う

育い
く

サ
ミ
ッ
ト
」、
ク
リ

ン
ト
ン
政せ

い

権け
ん

の
「
２
０
０
０
年ね

ん

の
目も

く

標ひ
ょ
う・
ア
メ
リ
カ
教

き
ょ
う

育い
く

法ほ
う

」

と
し
て
、
引ひ

き
継つ

が
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
見み

る
と
、
現げ

ん

在ざ
い

の
日に

本ほ
ん

の
学が

っ

級き
ゅ
う

崩ほ
う

壊か
い

や
不ふ

登と
う

校こ
う

の
激げ

き

増ぞ
う

は
、ア
メ
リ
カ
の
「
暴ぼ

う

力り
ょ
く

学が
く

園え
ん

」
現げ

ん

象し
ょ
うに
相そ

う

当と
う

し
、「
ゆ

と
り
」
教

き
ょ
う

育い
く

が
、「
教

き
ょ
う

育い
く

の
人に

ん

間げ
ん

化か

」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
符ふ

合ご
う

し
て
い
る
こ
と
が
分わ

か
る
。

　

そ
し
て
「
危き

機き

に
立た

つ
国こ

っ

家か

」
が
指し

摘て
き

し
た
の
と
同ど

う

様よ
う

の
広こ

う

範は
ん

な
学が

く

力り
ょ
く

崩ほ
う

壊か
い

現げ
ん

象し
ょ
うが
、
近き

ん

年ね
ん

、
日に

本ほ
ん

で
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
進す

す

ん
で
い

る
。

　

た
と
え
ば
、
早わ

稲せ

田だ

・
慶け

い

応お
う

な
ど
全ぜ

ん

国こ
く

ト
ッ
プ
・
レ
ベ
ル
の

私し

大だ
い

の
文ぶ

ん

科か

系け
い

学が
く

生せ
い

に
次つ

ぎ

の
よ
う
な
小

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

の
問も

ん

題だ
い

を
解と

か
せ
た
所と

こ
ろ、
１
５
％
の
学が

く

生せ
い

が
計け

い

算さ
ん

で
き
な
か
っ
た
。［
２
］

　
３
Ｘ［
５
＋（
４
ー
１
）Ｘ
２
］ー
５
Ｘ（
６
ー
４
／
２
）＝
？

　

中ち
ゅ
う
２
で
習な

ら

う
連れ

ん

立り
つ

一い
ち

次じ

方ほ
う

程て
い

式し
き

で
は
、
正せ

い

答と
う

率り
つ

７
７
％
、

中ち
ゅ
う３
の
２
次じ

方ほ
う

程て
い

式し
き

に
至い

た
っ
て
は
、
正せ

い

答と
う

率り
つ

８
％
と
い
う
有あ

り

様さ
ま

で
あ
っ
た
。［
２
，
Ｐ
１
４
］

　

駿す
ん

台だ
い

教き
ょ
う

育い
く

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

な
ど
が
実じ

っ

施し

し
た
実じ

っ

態た
い

調ち
ょ
う

査さ

で
は
、

物ぶ
つ

理り

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うに
つ
い
て
い
け
な
い
工こ

う

学が
く

部ぶ

生せ
い

や
、
基き

本ほ
ん

的て
き

な
数す

う

式し
き

が
分わ

か
ら
な
い
経け

い

済ざ
い

学が
く

部ぶ

生せ
い

な
ど
、
学が

く

生せ
い

の
学が

く

力り
ょ
く

低て
い

下か

に

つ
い
て
学が

く

内な
い

で
問も

ん

題だ
い

視し

し
て
い
る
学が

っ

校こ
う

が
約や

く

７
割わ

り

に
も
の
ぼ
る

こ
と
が
明あ

き

ら
か
に
さ
れ
た
。
３
割わ

り

の
大だ

い

学が
く

・
短た

ん

大だ
い

で
高こ

う

校こ
う

レ
ベ

ル
の
補ほ

習し
ゅ
う

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うを
実じ

っ

施し

し
て
い
る
。［
３
］

　

学が
く

習し
ゅ
う

指し

導ど
う

要よ
う

領り
ょ
うで
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

５
２
年ね

ん

の
改か

い

訂て
い

で
教

き
ょ
う

科か

内な
い

容よ
う

を
３
割わ

り

減へ

ら
し
、
さ
ら
に
小

し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
は
平へ

い

成せ
い

１
４
年ね

ん

、
高こ

う

校こ
う

で
は
１
５
年ね

ん

か
ら
始は

じ

ま
る
新し

ん

教き
ょ
う

育い
く

課か

程て
い

で
は
、
学が

っ

校こ
う

完か
ん

全ぜ
ん

週し
ゅ
う

五い
つ

日か

制せ
い

お
よ
び
総そ

う

合ご
う

学が
く

習し
ゅ
う（
生せ

い

徒と

の
自じ

主し
ゅ

的て
き

研け
ん

究き
ゅ
う）
の
導ど

う

入に
ゅ
うに
よ
り
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

型が
た

の
教

き
ょ
う

科か

の
学が

く

習し
ゅ
う

時じ

間か
ん

は
さ
ら
に
３
割わ

り

削さ
く

減げ
ん

さ
れ
る
。
合ご

う

計け
い

で
、
教

き
ょ
う

科か

内な
い

容よ
う

は
半は

ん

減げ
ん

と
な
る
。

　

こ
の
新し

ん

課か

程て
い

を
受う

け
た
最さ

い

初し
ょ

の
生せ

い

徒と

が
大だ

い

学が
く

生せ
い

と
な
る

２
０
０
６
年ね

ん

に
は
、
大だ

い

学が
く

の
教

き
ょ
う

育い
く

・
研け

ん

究き
ゅ
う

水す
い

準じ
ゅ
んが
大だ

い

ピ
ン
チ

に
お
ち
い
る
と
、
大だ

い

学が
く

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

は
痛い

た

く
心し

ん

配ぱ
い

し
「
２
０
０
６

年ね
ん

問も
ん

題だ
い

」
な
る
造ぞ

う

語ご

さ
え
生う

ま
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
世せ

界か
い

一い
ち
だ
っ
た
国こ

く

際さ
い

ラ
ン
キ
ン
グ
も
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
落お

ち

て
い
る
。
小

し
ょ
う

学が
く

４
年ね

ん

生せ
い

の
国こ

く

際さ
い

学が
く

力り
ょ
く

比ひ

較か
く

で
は
、
数す

う

学が
く

が

１
６
位い

、
理り

科か

は
２
３
位い

で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
両

り
ょ
う

方ほ
う

と
も
１
位い

で
、
か
つ
て
の
日に

本ほ
ん

の
地ち

位い

を
奪う

ば

っ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
は
数す

う

学が
く

１
０
位い

、理り

科か

４
位い

と
、完か

ん

全ぜ
ん

に
日に

本ほ
ん

を
抜ぬ

い
た
。

［
４
］

　
こ
れ
も
当と

う

然ぜ
ん

で
、
ま
ず
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

時じ

間か
ん

自じ

体た
い

が
少す

く

な
い
。
中

ち
ゅ
う

学が
く

１
年ね

ん

の
数す

う

学が
く

は
、
日に

本ほ
ん

の
９
９
時じ

間か
ん

対た
い

し
て
、
ア
メ
リ
カ
は

１
４
６
時じ

間か
ん

。
さ
ら
に
、
塾じ

ゅ
く
も
含ふ

く

め
た
校こ

う

外が
い

学が
く

習し
ゅ
う

時じ

間か
ん

の
平へ

い

均き
ん

は
２
．
３
時じ

間か
ん

で
、
世せ

界か
い

平へ
い

均き
ん

の
３
時じ

間か
ん

に
も
及お

よ

ば
ず
、

調ち
ょ
う

査さ

参さ
ん

加か

３
９
カ
国こ

く

中ち
ゅ
う、
下し

た

か
ら
９
番ば

ん

目め

で
あ
っ
た
。

　

十
じ
ゅ
う

数す
う

年ね
ん

前ま
え

に
、
学が

く

力り
ょ
く

世せ

界か
い

一い
ち
だ
っ
た
頃こ

ろ

は
、
勉べ

ん

強き
ょ
う

時じ

間か
ん

も

世せ

界か
い

一い
ちで
あ
っ
た
。
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

時じ

間か
ん

も
、
勉べ

ん

強き
ょ
う

時じ

間か
ん

も
減へ

っ
た
の

で
、成せ

い

績せ
き

も
落お

ち
た
と
い
う
、ご
く
当と

う

然ぜ
ん

の
結け

っ

果か

と
な
っ
て
い
る
。

［
２
，
Ｐ
６
０
、５
］

　
こ
の
よ
う
な
「
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

」
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

推す
い

進し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

で
あ

る
文も

ん

部ぶ

省し
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

官か
ん

房ぼ
う

政せ
い

策さ
く

課か

長ち
ょ
う・
寺て

ら

脇わ
き

研け
ん

氏し

の
考か

ん
が
え
を
、
そ

の
発は

つ

言げ
ん

か
ら
探さ

ぐ

っ
て
み
よ
う
。
寺て

ら

脇わ
き

氏し

は
、
大だ

い

学が
く

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

か

ら
問も

ん

題だ
い

視し

さ
れ
て
い
る
今こ

ん

回か
い

の
学が

く

習し
ゅ
う

指し

導ど
う

要よ
う

領り
ょ
う

改か
い

訂て
い

の
狙ね

ら

い

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　
２
０
０
２
年ね

ん

か
ら
の
学が

く

習し
ゅ
う

指し

導ど
う

要よ
う

領り
ょ
うで
は
、
分わ

か
ら
な
い

で
出で

る
子こ

は
一ひ

と

人り

も
い
な
い
よ
う
に
す
る
。
中

ち
ゅ
う

学が
く

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

時じ

点て
ん

で
全ぜ

ん

員い
ん

百ひ
ゃ
く

点て
ん

で
な
い
と
お
か
し
い
ん
で
す
。［
６
］

　

ま
た
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

長ち
ょ
う

時じ

代だ
い

に
は
、
高こ

う

校こ
う

の
定て

い

員い
ん

を
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

総そ
う

数す
う

よ
り
も
多お

お

く
し
て
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
自じ

慢ま
ん

し
て
い
る
。

　
高こ

う

校こ
う

で
学が

く

習し
ゅ
うし
た
い
と
い
う
権け

ん

利り

を
行こ

う

使し

し
た
い
人ひ

と

は
、
た

と
え
入

に
ゅ
う

学が
く

試し

験け
ん

の
点て

ん

数す
う

が
ゼ
ロ
点て

ん

で
も
入い

れ
ま
す
。［
６
］

　

す
な
わ
ち
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

時じ

点て
ん

で
は
誰だ

れ

で
も
が
１
０
０
点て

ん

を

と
れ
る
よ
う
に
学が

く

習し
ゅ
うレ
ベ
ル
を
落お

と
し
、
高こ

う

校こ
う

に
入は

い

り
た
い
生せ

い

徒と

は
ゼ
ロ
点て

ん

で
も
入い

れ
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

生せ
い

と
し
て
、
高こ

う

校こ
う

生せ
い

と
し
て
持も

つ
べ
き
学が

く

力り
ょ
くと
は
何な

に

か
、
と
い
う
問と

い
か
け
は
ど
こ
に
も
な
い
。
全ぜ

ん

員い
ん

満ま
ん

点て
ん

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う、
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

全ぜ
ん

員い
ん

進し
ん

学が
く

と
い
う
「
絶ぜ

っ

対た
い

平び
ょ
う

等ど
う

」
実じ

つ

現げ
ん

の

た
め
に
、
学が

く

習し
ゅ
う

課か

程て
い

の
レ
ベ
ル
を
落お

と
し
、
と
め
ど
な
く
「
ゆ

と
り
」
を
増ふ

や
す
の
み
で
あ
る
。

　
い
じ
め
を
な
く
す
に
は
、
ひ
と
言こ

と

で
言い

う
と
世よ

の
中な

か

の
あ
ら

ゆ
る
差さ

別べ
つ

を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

で
す
。
差さ

別べ
つ

を
根こ

ん

絶ぜ
つ

す
る
な
ど
簡か

ん

単た
ん

に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
限か

ぎ

り

な
く
そ
こ
に
近ち

か

づ
い
て
い
く
こ
と
が
教

き
ょ
う

育い
く

の
テ
ー
マ
だ
と
思お

も
っ
て

い
ま
す
。［
６
］

　　

と
氏し

は
言い

う
。
こ
れ
は
徒と

競き
ょ
う

走そ
う

の
順

じ
ゅ
ん

位い

付づ

け
が
差さ

別べ
つ

を
生う

み
出だ

す
と
し
て
、
足あ

し

の
速は

や

い
子こ

も
遅お

そ

い
子こ

も
、
全ぜ

ん

員い
ん

手て

を
つ

な
い
で
一い

っ

緒し
ょ

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
さ
せ
る
日に

っ

教き
ょ
う

組そ

の
平

び
ょ
う

等ど
う

教き
ょ
う

育い
く

と

そ
っ
く
り
だ
。
氏し

の
見み

方か
た

で
は
、
成せ

い

績せ
き

表ひ
ょ
うも
、
入

に
ゅ
う

学が
く

試し

験け
ん

も
、

そ
し
て
学が

く

力り
ょ
く

差さ

を
生う

む
よ
う
な
教

き
ょ
う

科か

内な
い

容よ
う

自じ

体た
い

が
、
差さ

別べ
つ

を

生う

み
出だ

す
源

み
な
も
とな
の
で
あ
る
。

　

実じ
っ

際さ
い

に
寺て

ら

脇わ
き

氏し

は
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

教き
ょ
う

育い
く

課か

長ち
ょ
うだ
っ
た
平へ

い

成せ
い

４
年ね

ん

、

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５１５４号 	 １月	 ５日	（土曜日）

偏へ
ん

差さ

値ち

教き
ょ
う

育い
く

反は
ん

対た
い

の
立た

ち

場ば

か
ら
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

の
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

テ
ス
ト
追つ

い

放ほ
う

の
旗は

た

振ふ

り
役や

く

を
務つ

と

め
「
ミ
ス
タ
ー
偏へ

ん

差さ

値ち

」
の
異い

名み
ょ
うを
持も

つ
。

　
「
学が

く

力り
ょ
く

崩ほ
う

壊か
い

に
よ
る
国こ

く

力り
ょ
く

低て
い

下か

」
は
、
深し

ん

刻こ
く

な
問も

ん

題だ
い

で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
問と

わ
な
い
こ
と
に
す
る
。
米べ

い

国こ
く

で
の
失し

っ

敗ぱ
い

と

反は
ん

省せ
い

の
歴れ

き

史し

を
事じ

実じ
つ

に
即そ

く

し
て
調し

ら

べ
、
そ
し
て
近き

ん

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

の
大だ

い

学が
く

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

の
悲ひ

鳴め
い

を
聞き

け
ば
、
現げ

ん

在ざ
い

の
「
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

」

が
誤

あ
や
ま
っ
た
方ほ

う

向こ
う

を
向む

い
て
い
る
こ
と
は
、
議ぎ

論ろ
ん

の
余よ

地ち

が
な
い

か
ら
だ
。

　
こ
こ
で
問も

ん

題だ
い

に
し
た
い
の
は
、
寺て

ら

脇わ
き

研け
ん

氏し

流り
ゅ
うの
平

び
ょ
う

等ど
う

主し
ゅ

義ぎ

で

あ
る
。
冒ぼ

う

頭と
う

の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョッ
プ
の
ア
ル
バ
イ
タ
ー
を
例れ

い

に
考か

ん
が
え
よ
う
。
舞ぶ

台た
い

を
寺て

ら

脇わ
き

氏し

が
教

き
ょ
う

育い
く

長ち
ょ
うを
し
て
い
た
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

に
移う

つ

し
て
み
る
。
こ
の
女お

ん
なの
子こ

が
結け

っ

婚こ
ん

し
て
、
子こ

ど
も
を
生う

む
。
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の
貧ま

ず

し
い
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うで
は
、
と
て
も
私し

立り
つ

な
ど

に
や
れ
な
い
の
で
、
こ
の
子こ

は
公こ

う

立り
つ

高こ
う

校こ
う

に
い
く
し
か
な
い
。

　

昔む
か
し
な
ら
東と

う

大だ
い

に
何な

ん

十じ
ゅ
う

人に
ん

も
送お

く

り
込こ

む
公こ

う

立り
つ

高こ
う

が
あ
っ
た
の

で
、
貧ま

ず

し
く
と
も
努ど

力り
ょ
くし
て
勉べ

ん

強き
ょ
うす
れ
ば
、
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

を
受う

け

て
望の

ぞ

む
大だ

い

学が
く

に
行い

く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
寺て

ら

脇わ
き

教き
ょ
う

育い
く

長ち
ょ
う

時じ

代だ
い

の
「
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

」
政せ

い

策さ
く

な
ど
に
よ
っ
て
、

広ひ
ろ

島し
ま

の
公こ

う

立り
つ

高こ
う

校こ
う

全ぜ
ん

体た
い

で
も
、
東と

う

大だ
い

進し
ん

学が
く

２
名め

い

、
京

き
ょ
う

大だ
い

３
名め

い

と
い
う
状

じ
ょ
う

態た
い

で
あ
る
（
平へ

い

成せ
い

１
１
年ね

ん

度ど

）。
こ
の
子こ

が
い
か
に

秀し
ゅ
う

才さ
い

で
努ど

力り
ょ
く

家か

で
も
、
裕ゆ

う

福ふ
く

な
家か

庭て
い

に
生う

ま
れ
て
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

か

ら
塾じ

ゅ
くに
行い

き
、
私し

立り
つ

の
中

ち
ゅ
う

高こ
う

一い
っ

貫か
ん

教き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
た
子こ

ど
も
た

ち
と
の
間あ

い
だに
は
、
超こ

え
よ
う
の
な
い
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
存そ

ん

在ざ
い

す
る
。

　

結け
っ

局き
ょ
く、
富と

め
る
家か

庭て
い

の
子こ

ど
も
は
、
恵め

ぐ

ま
れ
た
私し

立り
つ

校こ
う

か

ら
一い

ち

流り
ゅ
う

大だ
い

学が
く

に
行い

っ
て
、
ま
す
ま
す
高こ

う

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うの
地ち

位い

に
進す

す

み
、

貧ま
ず

し
い
家か

庭て
い

の
子こ

ど
も
は
、
学が

く

力り
ょ
くも
な
く
、
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の

よ
う
な
単た

ん

純じ
ゅ
ん

労ろ
う

働ど
う

に
し
か
つ
け
ず
に
、
ま
す
ま
す
貧ま

ず

し
く
な

る
。
こ
の
よ
う
な
階か

い

級き
ゅ
うの
固こ

定て
い

化か

、
不ふ

平び
ょ
う

等ど
う

を
我わ

れ

々わ
れ

は
よ
し

と
す
べ
き
な
の
か
？

　

ア
メ
リ
カ
の
教

き
ょ
う

育い
く

改か
い

革か
く

は
、
学が

っ

校こ
う

間か
ん

の
競

き
ょ
う

争そ
う

を
前ぜ

ん

提て
い

と
し

て
い
る
の
で
、
貧ひ

ん

富ぷ

の
差さ

が
教

き
ょ
う

育い
く

格か
く

差さ

を
生う

み
、
そ
れ
が
ま
た

収し
ゅ
う

入に
ゅ
う

格か
く

差さ

を
拡か

く

大だ
い

す
る
と
い
う
階か

い

級き
ゅ
う

差さ

別べ
つ

が
、
顕け

ん

著ち
ょ

に
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
最さ

い

上じ
ょ
う

位い

１
％
の
家か

庭て
い

は
、
平へ

い

均き
ん

９
０
億お

く

円え
ん

の

資し

産さ
ん

を
持も

ち
、
全ぜ

ん

国こ
く

民み
ん

の
資し

産さ
ん

の
４
０
．
１
％
を
保ほ

有ゆ
う

し
て

い
る
。
逆ぎ

ゃ
くに
下か

位い

２
０
％
の
家か

庭て
い

の
純

じ
ゅ
ん

資し

産さ
ん

は
、
平へ

い

均き
ん

マ
イ
ナ

ス
８
０
万ま

ん

円え
ん

強き
ょ
う（
す
な
わ
ち
借

し
ゃ
っ

金き
ん

）、
次つ

ぎ

の
２
０
％
は
た
か
だ

か
１
０
４
万ま

ん

円え
ん

、
合ご

う

計け
い

し
て
も
、
４
０
％
の
人じ

ん

口こ
う

で
国こ

く

民み
ん

全ぜ
ん

体た
い

の
０
．
５
％
の
資し

産さ
ん

し
か
持も

っ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
悲ひ

惨さ
ん

な
の
は
、
８
３
年ね

ん

か
ら
９
５
年ね

ん

の
間あ

い
だ
に
、
上

じ
ょ
う

位い

１
％
の
家か

庭て
い

の
資し

産さ
ん

は
１
７
．
４
％
増ぞ

う

加か

し
て
い
る
の
に

対た
い

し
、
次つ

ぎ

の
４
％
は
か
ろ
う
じ
て
０
．
５
％
の
増ぞ

う

加か

、
残の

こ

り

の
９
５
％
は
す
べ
て
資し

産さ
ん

が
減げ

ん

少し
ょ
うし
て
い
る
こ
と
だ
。
貧ひ

ん

弱
じ
ゃ
く

な
学が

く

力り
ょ
くし
か
な
い
一い

っ

般ぱ
ん

大た
い

衆し
ゅ
うは
、
ア
ル
バ
イ
タ
ー
な
ど
の
単た

ん

純
じ
ゅ
ん

労ろ
う

働ど
う

に
し
か
つ
け
ず
、
貧ま

ず

し
い
た
め
に
学が

く

力り
ょ
くも
つ
け
ら
れ
な
い
、

と
い
う
悪あ

く

循じ
ゅ
ん

環か
ん

に
は
ま
っ
て
い
る
。［
７
］

　

寺て
ら

脇わ
き

氏し

は
、「
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

」
で
は
学が

く

力り
ょ
くが
低て

い

下か

し
て
困こ

ま

る
、

と
い
う
意い

見け
ん

に
対た

い

し
て
、

　
そ
ん
な
身み

勝が
っ

手て

な
言い

い
分ぶ

ん

な
ん
か
、放ほ

う
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

つ
め
こ
み
式し

き

の
勉べ

ん

強き
ょ
うを
し
な
け
れ
ば
合ご

う

格か
く

で
き
な
い
よ
う
な
、

高こ
う

偏へ
ん

差さ

値ち

の
大だ

い

学が
く

を
受う

け
よ
う
と
い
う
生せ

い

徒と

な
ど
全ぜ

ん

体た
い

の
一い

ち

割わ
り

に
も
満み

た
な
い
の
で
す
。
そ
の
ご
く
一い

ち

部ぶ

の
生せ

い

徒と

の
た
め
に
、

他た

の
大だ

い

多た

数す
う

の
子こ

ど
も
を
犠ぎ

牲せ
い

に
し
て
か
ま
わ
な
い
と
言い

っ
て

は
ば
か
ら
な
い
大お

と
な人
な
ん
て
、
身み

勝が
っ

手て

と
し
か
言い

い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。［
６
］

　
と
言い

う
が
、
氏し

の
平

び
ょ
う

等ど
う

思し

想そ
う

は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
１
割わ

り

の
高こ

う

学が
く

力り
ょ
く・
富ふ

裕ゆ
う

階か
い

級き
ゅ
うが
、
９
割わ

り

の
低て

い

学が
く

力り
ょ
く・
貧ひ

ん

困こ
ん

階か
い

級き
ゅ
うを

支し

配は
い

す
る
階か

い

級き
ゅ
う

差さ

別べ
つ

社し
ゃ

会か
い

を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

明め
い

治じ

以い

降こ
う

の
日に

本ほ
ん

の
公こ

う

教き
ょ
う

育い
く

の
す
ぐ
れ
た
点て

ん

は
、
ど
ん
な

に
貧ま

ず

し
い
家か

庭て
い

に
生う

ま
れ
て
も
、
本ほ

ん

人に
ん

の
才さ

い

覚か
く

と
努ど

力り
ょ
くで
、

優す
ぐ

れ
た
、
し
か
も
学が

く

費ひ

の
安や

す

い
公こ

う

立り
つ

校こ
う

に
入は

い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

立り
っ

身し
ん

出し
ゅ
っ

世せ

の
道み

ち

が
開ひ

ら

か
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
ま
た
一い

っ

方ぽ
う

で
は
学が

く

歴れ
き

は
な
く
と
も
、
仕し

事ご
と

に
励は

げ

ん
で
腕う

で

の
良よ

い
職

し
ょ
く

人に
ん

に
で
も
な
れ

樹き

、
正せ

い

論ろ
ん

、
Ｈ
１
１
．
１
１

６
．「
日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

を
牛

ぎ
ゅ
う

耳じ

る
寺て

ら

脇わ
き

研け
ん

の
正

し
ょ
う

体た
い

」、
八や

木ぎ

秀ひ
で

次じ

、「
諸し

ょ

君く
ん

」、
Ｈ
１
１
．

１
０

７
．〝
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ 

Ｉ
Ｎ 

Ｗ
Ｅ
Ａ
Ｌ

Ｔ
Ｈ 

Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｐ
，〟エ
ド
ワ
ー
ド・ウ
ォ
ル
フ
、

１
９
９
８
消

し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

金き
ん

融ゆ
う

に
関か

ん

す
る
連れ

ん

邦ぽ
う

準じ
ゅ
ん

備び

調ち
ょ
う

査さ
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
抹ま

っ

消し
ょ
う）

府ふ

今い
ま

は
昔む

か
し　

学が
く

生せ
い

学が
く

力り
ょ
く

実じ
っ

態た
い

調ち
ょ
う

査さ　

７
割わ

り

の
大だ

い

学が
く

で
問も

ん

題だ
い

視し

」、
東と

う

京き
ょ
う

朝ち
ょ
う

刊か
ん

、
２
９
頁

ペ
ー
ジ

４
．「
第だ

い

３
回か

い

国こ
く

際さ
い

数す
う

学が
く

お
よ
び
理り

科か

教き
ょ
う

育い
く

調ち
ょ
う

査さ

の
再さ

い

分ぶ
ん

析せ
き

」、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
評ひ

ょ
う

価か

研け
ん

究き
ゅ
うセ
ン
タ
ー
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
２
１
、
Ｈ

１
１
．
１
１
よ
り
引い

ん

用よ
う

。

５
．「『
ゆ
と
り
教

き
ょ
う

育い
く

』
が
子こ

ど
も
を
だ
め
に
す
る
」、
和わ

田だ

秀ひ
で

１
．Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ 

ｓ
ａ
ｙ
ｓ 

ｓ
ｏ
．

２
．
教き

ょ
う

育い
く

再さ
い

建け
ん

に
よ
る

　
　
『
強つ

よ

い
ア
メ
リ
カ
』
の
復ふ

っ

活か
つ

８
．
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な

         

階か
い

級き
ゅ
う

差さ

別べ
つ

社し
ゃ

会か
い

を
目め

指ざ

す
の
か
？

３
．
算さ

ん

数す
う

の
で
き
な
い
大だ

い

学が
く

生せ
い

４
．
学が

く

力り
ょ
く

も
勉べ

ん

強き
ょ
う

時じ

間か
ん

も

        

国こ
く

際さ
い

水す
い

準じ
ゅ
ん

以い

下か

５
．
全ぜ

ん

員い
ん

１
０
０
点て

ん

で
な
い
と    

        

お
か
し
い

６
．
あ
ら
ゆ
る
差さ

別べ
つ

を
な
く
す

ば
、
親お

や

方か
た

と
し
て
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
、

そ
れ
な
り
の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
得え

ら
れ

る
道み

ち

も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
「
機き

会か
い

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
こ
そ
が
、

わ
が
国く

に

の
社し

ゃ

会か
い

的て
き

理り

想そ
う

で
あ

り
、
ま
た
活か

つ

力り
ょ
くの
源げ

ん

泉せ
ん

で
も

あ
っ
た
。

　

寺て
ら

脇わ
き

氏し

流り
ゅ
うの
「
結け

っ

果か

の
平

び
ょ
う

等ど
う

」
思し

想そ
う

は
、
貧ま

ず

し
い
家か

庭て
い

の
子こ

ど
も
た
ち
の
自じ

己こ

実じ
つ

現げ
ん

の
機き

会か
い

を
奪う

ば

い
、
愚ぐ

民み
ん

と
し

て
平

び
ょ
う

等ど
う

化か

す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
国こ

っ

家か

の
活か

つ

力り
ょ
くを
奪う

ば

う

だ
け
で
は
な
く
、
国こ

く

民み
ん

の
平

び
ょ
う

等ど
う

と
い
う
理り

想そ
う

を
も
ね
じ
ま

げ
る
も
の
だ
。
我わ

れ

々わ
れ

は
本ほ

ん

当と
う

に
そ
の
よ
う
な
階か

い

級き
ゅ
う

差さ

別べ
つ

社し
ゃ

会か
い

を
望の

ぞ

ん
で
い
る
の
で
あ
ろ

か
？

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．Ｊ
Ｏ
Ｇ（
０
７
１
）ビ
ル・

ト
ッ
テ
ン
氏し

の
警け

い

鐘し
ょ
う　

米べ
い

国こ
く

は
、
少

し
ょ
う

数す
う

の
富ふ

裕ゆ
う

階か
い

級き
ゅ
うが
富と

み

を
独ど

く

占せ
ん

し
、
大た

い

半は
ん

の
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

階か
い

級き
ゅ
うを
搾さ

く

取し
ゅ

す
る
階か

い

級き
ゅ
う

社し
ゃ

会か
い

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．「
教

き
ょ
う

育い
く

改か
い

革か
く

」、
藤ふ

じ

田た

英ひ
で

典の
り

、
岩い

わ

波な
み

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ
９
．
６

２
．「
学が

く

力り
ょ
く

崩ほ
う

壊か
い

」、
和わ

田だ

秀ひ
で

樹き

、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

、

Ｈ
１
１
．
８

３
．
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
Ｈ
１
１
．

０
５
．
２
６
、「
最さ

い

高こ
う

学が
く

７
．
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の
子こ

は

        

ア
ル
バ
イ
タ
ー



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123

123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123
123

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12





12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12

12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12



双そ
う

方ほ
う

と
も
「
言い

っ
た
」「
言い

わ

な
い
」
で
揉も

め
て
い
る
部ぶ

分ぶ
ん

が

あ
り
、
感か

ん

情じ
ょ
う

対た
い

立り
つ

が
大お

お

き
い
。

た
し
か
に
弁べ

ん

護ご

士し

に
仲

ち
ゅ
う

裁さ
い

を

頼た
の

む
の
も
一ひ

と

つ
の
策さ

く

。
だ
が
、

こ
こ
は
ひ
と
つ
互た

が

い
に
冷れ

い

静せ
い

に

な
り
、
膝ひ

ざ

を
突つ

き
合あ

わ
せ
て
、

ま
ず
は
よ
く
話は

な

し
合あ

っ
て
み
て

は
。

　

聖せ
い

市し

北ほ
く

部ぶ

に
あ
る
徳と

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

の
賃ち

ん

貸た
い

契け
い

約や
く

の
更こ

う

新し
ん

を
巡め

ぐ

り
、
カ
ラ
オ
ケ
・
ダ
ン
ス
で
そ
こ
を
利り

用よ
う

す
る
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

と
の
間あ

い
だで
い
さ
か
い
が
生し

ょ
うじ
て
い
る
。
契け

い

約や
く

更こ
う

新し
ん

は
二に

年ね
ん

毎ご
と

に
実じ

っ

施し

さ
れ
、
そ
の
際さ

い

の
賃ち

ん

料り
ょ
う

値ね

上あ

げ
は
総そ

う

合ご
う

市し

場じ
ょ
う

物ぶ
っ

価か

指し

数す
う

（
Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｍ
）
に
基も

と

づ
い
て
調

ち
ょ
う

整せ
い

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
赤あ

か

字じ

運う
ん

営え
い

に
悩な

や

む
徳と

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
急き

ゅ
うき

ょ
、
４
割わ

り

値ね

上あ

げ
を
求も

と

め
た
た
め
だ
。
両

り
ょ
う

者し
ゃ

は
感か

ん

情じ
ょ
う

的て
き

に
対た

い

立り
つ

し
、
平へ

い

行こ
う

線せ
ん

を
辿た

ど
っ
て
い
る
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ト
レ
ン
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
モ
で

は
１
月が

つ

２
６
日に

ち

（
土ど

）
に
「
ワ

イ
ナ
リ
ー
訪ほ

う

問も
ん

と
ぶ
ど
う
祭ま

つ

り
」
の
日ひ

帰が
え

り
ツ
ア
ー
も
行

お
こ
な

う
。
参さ

ん

加か

費ひ

は
大お

と
な人
２
８
０

レ
ア
ル
、
５
～
１
０
歳さ

い

の
子こ

供ど
も

が
１
８
０
レ
ア
ル
、
３
～

４
歳さ

い

児じ

は
１
０
０
レ
ア
ル
。

　

と
こ
ろ
が
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
入い

り

津つ

ジ
ョ
ゼ
さ
ん
は
「
契け

い

約や
く

が
切き

れ
た
１
１
月が

つ

中な
か

頃ご
ろ

、

賃ち
ん

料り
ょ
うを
４
割わ

り

上あ

げ
る
と
い
き

な
り
連れ

ん

絡ら
く

が
き
た
。
Ｉ
Ｇ
Ｐ

Ｍ
に
基も

と

づ
け
ば
、
約や

く

８
％
の

は
ず
。
不ふ

条じ
ょ
う

理り

だ
と
言い

う
と

『
払は

ら

え
な
い
の
で
あ
れ
ば
す

ぐ
に
出で

て
い
け
』
と
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

に

言い

わ
れ
た
」
と
い
う
。

　
「
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

こ
ん
な
値ね

上あ

げ
さ
れ
た
ら
年ね

ん

金き
ん

暮ぐ

ら
し
の
年と

し

寄よ

り
は
耐た

え

ら
れ
な
い
。
カ
ラ
オ
ケ
・
ダ

ン
ス
は
唯ゆ

い

一い
つ

の
楽た

の

し
み
で
、

９
０
歳さ

い

を
超こ

え
る
人ひ

と

も
い
れ

ば
、
遠え

ん

方ぽ
う

か
ら
出で

て
く
る
人ひ

と

も
い
る
。
皆み

な

喜よ
ろ
こん
で
参さ

ん

加か

し

て
い
る
の
に
、
活か

つ

動ど
う

で
き
な

く
な
る
と
不ふ

安あ
ん

が
広ひ

ろ

が
っ
て
い

る
」
と
話は

な

す
。

　

も
と
の
契け

い

約や
く

で
は
土ど

・
日に

ち

曜よ
う

日び

と
な
っ
て
い
た
が
、
契け

い

約や
く

が
切き

れ
た
１
１
月が

つ

以い

降こ
う

は
、

契け
い

約や
く

更こ
う

新し
ん

の
な
い
ま
ま
日に

ち

曜よ
う

日び

の
み
利り

用よ
う

し
て
い
る
。
今こ

ん

後ご

も
会か

い

館か
ん

を
利り

用よ
う

し
て
ゆ
く

考か
ん
がえ
で
、
仲

ち
ゅ
う

裁さ
い

の
た
め
弁べ

ん

護ご

士し

を
入い

れ
て
係け

い

争そ
う

解か
い

決け
つ

し
て

ゆ
く
と
い
う
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
、
徳と

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

原は
ら

田だ

昇の
ぼ
る

第だ
い

一い
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
会か

い

館か
ん

運う
ん

営え
い

が
赤あ

か

字じ

で
や
り
繰く

り
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｔ
Ｕ
（
都と

市し

不ふ

動ど
う

産さ
ん

所し
ょ

有ゆ
う

税ぜ
い

）
も
払は

ら

え

な
く
な
る
。
加く

わ

え
て
、
前ぜ

ん

会か
い

長ち
ょ
う

時じ

代だ
い

に
安や

す

い
賃ち

ん

料り
ょ
うで
契け

い

約や
く

さ
れ
、
他よ

所そ

と
比ひ

較か
く

し
て
も

か
な
り
安や

す

か
っ
た
。
そ
う
し

た
事じ

情じ
ょ
うで
、
会か

い

と
し
て
賃ち

ん

料
り
ょ
う

値ね

上あ

げ
を
決き

め
た
」
と
厳き

び

し

い
懐

ふ
と
こ
ろ

事じ

情じ
ょ
うを
明あ

か
す
。

　

だ
が
「『
出で

て
行い

け
』
と

は
言い

っ
て
い
な
い
。
私

わ
た
し

達た
ち

も

１
０
０
％
正た

だ

し
い
と
は
思お

も
っ
て

い
な
い
し
、
急き

ゅ
う
な
値ね

上あ

げ
で

怒お
こ

る
の
も
分わ

か
る
」
と
理り

解か
い

を
示し

め

し
つ
つ
も
、「
で
も
先せ

ん

方ぽ
う

は
怒お

こ
っ
た
き
り
で
、
話は

な
しの
持も

っ

て
い
き
よ
う
が
な
く
て
こ
ち

ら
も
困こ

ま
っ
て
い
る
。『
法ほ

う

外が
い

だ
。

こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
な
ら
、

弁べ
ん

護ご

士し

も
入い

れ
て
や
る
』
と

捨す

て
台

せ
り
ふ

詞
を
吐は

い
て
出で

て
い
っ

て
し
ま
っ
た
。こ
の
ま
ま
で
は
、

こ
ち
ら
も
運う

ん

営え
い

が
立た

ち
行ゆ

か

な
く
な
る
の
で
お
願ね

が

い
の
つ
も

り
だ
っ
た
の
に
…
」
と
頭あ

た
まを
抱か

か

え
た
。

　

ト
レ
ン
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
モ

（
関せ

き

根ね

い
つ
子こ

社し
ゃ

長ち
ょ
う

）
が
聖せ

い

市し

カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
９
に

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
ツ
ア
ー
参さ

ん

加か

者し
ゃ

の

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

だ
。
主お

も

に
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

家か

族ぞ
く

を
想そ

う

定て
い

し
て
お
り
、
１

月が
つ

１
９
日に

ち

か
ら
４
回か

い

の
練れ

ん

習
し
ゅ
う

参さ
ん

加か

を
経へ

て
、
３
月が

つ

１
日に

ち

に

２０１６年
ねん

の出
しゅつ

場
じょう

者
しゃ

の様
よう

子
す

（
金き

ん

）
の
本ほ

ん

番ば
ん

に
臨の

ぞ

む
。
そ

れ
に
加く

わ

え
て
フ
ァ
ブ
リ
カ
・
デ・

サ
ン
バ
（
山だ

車し

製せ
い

造ぞ
う

倉そ
う

庫こ

）

の
見け

ん

学が
く

も
２
月が

つ

中ち
ゅ
うに
予よ

定て
い

さ

れ
て
い
る
。

　

出
し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

す
る
サ
ン
バ
・
チ
ー

ム
は
昨さ

く

年ね
ん

と
同お

な

じ
「
ツ
ク
ル

ビ
ー
」
で
、
テ
ー
マ
は
奴ど

隷れ
い

解か
い

放ほ
う

令れ
い

１
３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
た
「
リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
（
自じ

由ゆ
う

）」。

　

二ふ
た

つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り

（
１
）
通つ

う

常じ
ょ
う
の
ア
ー
ラ
で
出で

る
場ば

合あ
い

は
１
２
０
０
レ
ア
ル
、

（
２
）
山だ

車し

の
上う

え

に
乗の

る
場ば

合あ
い

は
２
３
０
０
レ
ア
ル
。
後こ

う

者し
ゃ

の
方ほ

う

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
多お

お

い
傾け

い

向こ
う

が
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
料

り
ょ
う

金き
ん

に
含ふ

く

ま
れ
る
の

は
事じ

前ぜ
ん

練れ
ん

習し
ゅ
うと
本ほ

ん

番ば
ん

の
送そ

う

迎げ
い

バ
ス
、
衣い

装し
ょ
う

一い
っ

式し
き

、
練れ

ん

習し
ゅ
う

参さ
ん

加か

用よ
う

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
テ
ー
マ
曲き

ょ
く

の

音お
ん

源げ
ん

、
日に

本ほ
ん

語ご

訳や
く

付つ

き
歌か

詞し

カ
ー
ド
、
カ
ー
ニ
バ
ル
傘さ

ん

下か

の
心

こ
こ
ろ

得え

案あ
ん

内な
い

な
ど
。

　

個こ

人じ
ん

で
参さ

ん

加か

す
る
場ば

合あ
い

は
言こ

と

葉ば

や
文ぶ

ん

化か

、
習

し
ゅ
う

慣か
ん

の
問も

ん

題だ
い

か
ら
行い

き
違ち

が

い
が
起お

き
や
す

い
が
、
こ
の
ツ
ア
ー
だ
と
通つ

う

訳や
く

が
つ
く
。
本ほ

ん

番ば
ん

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

で
問も

ん

題だ
い

に
な
り
が
ち
な
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
（
衣い

装し
ょ
う）
受う

け
取と

り
も
代だ

い

行こ
う

す
る
。

　

関せ
き

根ね

さ
ん
は
「
ツ
ク
ル

ビ
ー
は
結け

っ

束そ
く

が
固か

た

く
、
し
っ

か
り
し
て
い
る
チ
ー
ム
。
サ

ン
パ
ウ
ロ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の

レ
ベ
ル
も
上あ

が
っ
て
い
ま
す

よ
。
一い

ち

度ど

出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

す
る
と
ブ

ラ
ジ
ル
の
印い

ん

象し
ょ
う
が
だ
い
ぶ
変か

わ
る
と
皆み

な

さ
ん
言い

わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
良よ

い
思お

も

い
出で

を
作つ

く

っ

て
く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け

た
。
問と

い
合あ

わ
せ
や
申も

う

し
込こ

み
は
同ど

う

社し
ゃ

（
電で

ん

話わ

１
１
・ 

３
２
８
７
・
７
０
７
２
、is-

ekin
e@

tren
d

y.com
.

br

）
ま
で
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
名め

い

画が

友と
も

の
会か

い

（
五い

十が

嵐ら
し

司つ
か
さ

代だ
い

表ひ
ょ
う
）
が
『
映え

い

画が

鑑か
ん

賞し
ょ
う

会か
い

』
を
２
月が

つ

９
日か

、

２
３
日に

ち

正し
ょ
う

午ご

半は
ん

か
ら
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

会か
い

館か
ん

（R
ua D

r. Siqueira 
C

am
pos, 1

3
4

）
の
２
階か

い

小し
ょ
うホ
ー
ル
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

参さ
ん

加か

費ひ

は
一い

っ

般ぱ
ん

１
２
レ
、

会か
い

員い
ん

１
０
レ
。
上

じ
ょ
う

映え
い

開か
い

始し

１
５
分ふ

ん

前ま
え

に
集

し
ゅ
う

合ご
う

す
る
こ
と
。

▼
９
日か

＝
「
ギ
タ
ー
を
持も

っ

た
渡わ

た

り
鳥ど

り

」（
１
９
５
９
年ね

ん

、

齋さ
い

藤と
う

武ぶ

市い
ち

監か
ん

督と
く

）、「
シ
ョ
ウ

ほ
ど
素す

敵て
き

な
商

し
ょ
う

売ば
い

は
な
い
」

（
１
９
５
４
年ね

ん

、
ウ
オ
ル
タ
ー

ラ
ン
グ
監か

ん

督と
く

）

▼
２
３
日に

ち

＝
「
近ち

か

松ま
つ

物も
の

語が
た
り」

（
１
９
５
５
年ね

ん

、
溝み

ぞ

口ぐ
ち

健け
ん

二じ

監か
ん

督と
く

）、「
陽ひ

は
ま
た
昇の

ぼ

る
」

（
１
９
５
７
年ね

ん

、
ヘ
ン
リ
ー
・

キ
ン
グ
監か

ん

督と
く

）

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
五い

十が

嵐ら
し

代だ
い

表
ひ
ょ
う

（
１
１
・
３
７
２
６
・
３
７
０ 

ワ
イ
ナ
リ
ー
見け

ん

学が
く

、
ぶ
ど
う

狩が

り
、
ワ
イ
ン
と
ジ
ュ
ー
ス
の

試し

飲い
ん

、
自じ

家か

製せ
い

チ
ー
ズ
と
ぶ

ど
う
試し

食し
ょ
く、
ぶ
ど
う
踏ぶ

み
体た

い

験け
ん

な
ど
が
含ふ

く

ま
れ
て
い
る
。

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
く、
専せ

ん

用よ
う

車し
ゃ

、
日に

本ほ
ん

語ご

ガ

イ
ド
、
旅り

ょ

行こ
う

保ほ

険け
ん

付つ

き
。
最さ

い

少し
ょ
う

催さ
い

行こ
う

人に
ん

数ず
う

は
１
５
人に

ん

。
問と

い
合あ

わ
せ
や
申も

う

し
込こ

み
は
ト

レ
ン
デ
ィ
旅り

ょ

行こ
う

社し
ゃ

（
１
１ 

・

３
２
８
７
・
７
０
７
２
、is-

ekin
e@

tren
d

y.com
.

b
r

）
ま
で
。
前ぜ

ん

日じ
つ

の
２
５
日に

ち

（
金き

ん

）
が
聖せ

い

市し

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

で
市し

内な
い

は
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

、
３
連れ

ん

休き
ゅ
うの
中な

か

日び

と
い
う
絶ぜ

っ

好こ
う

の
タ
イ
ミ
ン
グ
。

た
ま
に
は
ぶ
ど
う
狩が

り
も
い

い
の
で
は
。

　

日に
っ

系け
い

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

は
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

向む

け
に
カ
ラ
オ
ケ
・
ダ

ン
ス
を
２
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

続つ
づ

け
て

い
る
団だ

ん

体た
い

。
以い

前ぜ
ん

使し

用よ
う

し
て

い
た
建た

て

物も
の

の
建た

て

替か
え

工こ
う

事じ

が
行

お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
６
年ね

ん

１
１
月が

つ

か
ら
２
年ね

ん

間か
ん

契け
い

約や
く

で

徳と
く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

を
使し

用よ
う

し
て

き
た
。
契け

い

約や
く

書し
ょ

に
よ
れ
ば
契け

い

約や
く

更こ
う

新し
ん

可か

能の
う

で
、
賃ち

ん

料り
ょ
う

調
ち
ょ
う

整せ
い

は
Ｉ
Ｇ
Ｐ
Ｍ
に
基も

と

づ
く
と

規き

定て
い

さ
れ
て
い
る
。

「
運う

ん

営え
い

赤あ
か

字じ

で
困こ

ま

っ
て
い
る
」

利り

用よ
う

団だ
ん

体た
い

「
不ふ

条じ
ょ
う

理り

」
と
反は

ん

目も
くト

レ
ン
ディ
旅り

ょ

行こ
う

社し
ゃ

が
募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

聖せ
い

市し

カ
ー
ニ
バ
ル
出し

ゅ
つ

場じ
ょ
う

ツ
ア
ー

式し
き

典て
ん

は
３
月が

つ

24
日か

、
宮み

や

城ぎ

会か
い

館か
ん

で

武た
け

本も
と

文ぶ
ん

学が
く

賞し
ょ
う

、
最さ

い

後ご

の
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

　元
がん

日
じつ

、モジ・ダス・クルーゼス中
ちゅう

央
おう

日
に

本
ほん

人
じん

会
かい

で「新
しん

年
ねん

拝
はい

賀
が

式
しき

」が行
おこな

われた。なかでも恒
こう

例
れい

となり注
ちゅう

目
もく

を
集
あつ

めているのが、特
とく

大
だい

サイズの門
かど

松
まつ

だ。
　この門

かど

松
まつ

は孟
もう

宗
そう

竹
ちく

を使
し

用
よう

し、高
たか

さ１メート
ル７０センチに及

およ

びもの。毎
まい

年
とし

晦
みそか

日に会
かい

員
いん

が
集
あつ

まって手
て

作
づく

りし、会
かい

館
かん

入
いり

口
ぐち

の２カ所
しょ

に飾
かざ

ら
れる。
　「日

に

本
ほん

文
ぶん

化
か

の継
けい

承
しょう

の一
ひと

つとして、何
なに

か新
あたら

し
いことをやりたい」。松

まつ

本
もと

茂
しげる

評
ひょう

議
ぎ

員
いん

会
かい

長
ちょう

によ
れば、もともとは外

がい

注
ちゅう

していたが、ＪＩＣＡ派
は

遣
けん

のシニ
アボランティアから教

おそ

わり、１０年
ねん

前
まえ

から会
かい

で製
せい

作
さく

す
るようになった。
　「今

いま

では小
ちい

さい門
かど

松
まつ

が主
しゅ

流
りゅう

だが、製
せい

作
さく

の仕
し

方
かた

を調
しら

べ
ると伝

でん

統
とう

的
てき

な門
かど

松
まつ

はこのサイズだと分
わ

かり、それに見
み

習
なら

って作
つく

り始
はじ

めた。先
せん

人
じん

は手
て

を携
たずさ

えて、大
おお

きな門
かど

松
まつ

を作
つく

っていたんじゃないか」と思
おも

いを馳
は

せ、「これを
始
はじ

めてから、会
かい

の結
けっ

束
そく

力
りょく

も一
いち

段
だん

と強
つよ

くなったように感
かん

じる。後
こう

続
ぞく

にもこの伝
でん

統
とう

を引
ひ

継
きつ

いでもらいたい」と新
しん

年
ねん

に期
き

待
たい

を込
こ

めた。（航）

急
きゅう

きょ賃
ちん

料
りょう

４割
わり

値
ね

上
あ

げ
（７） ２０１９年第５１５４号 	 １月	 ５日	（土曜日）

メトロ・トゥクルビー駅
えき

近
ちか

くという好
こう

立
りっ

地
ち

に威
い

容
よう

を誇
ほこ

る徳
とく

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

館
かん

恒
こう

例
れい

となったモジの特
とく

大
だい

門
かど

松
まつ

徳
と く

島
し ま

県
け ん

人
じ ん

会
か い

１
月が
つ

の
青あ
お

葉ば

祭ま
つ

り
１
９
日に
ち
に

　

会か
い

館か
ん

賃ち
ん

貸た
い

料り
ょ
う

値ね

上あ

げ
を
巡め

ぐ

っ
て
発は

っ

生せ
い

し
た
本ほ

ん

件け
ん

。
契け

い

約や
く

違い

反は
ん

だ
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
利り

用よ
う

者し
ゃ

側が
わ

の
意い

見け
ん

は
最も

っ
と

も
だ
が
、
赤あ

か

字じ

運う
ん

営え
い

に
悩な

や

む
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
懐

ふ
と
こ
ろ

事じ

情じ
ょ
う

も
よ
く
理り

解か
い

で
き
る
。

名め
い

画が

友と
も

の
会か

い

２
月が
つ
の
上
じ
ょ
う
映え
い

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

７
時じ

か
ら
、
同ど

う

会か
い

館か
ん(R

u
a F

ag
u

n
d

es, 
1

5
2

)

で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

農の
う

業ぎ
ょ
う

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

の
農の

う

産さ
ん

加か

工こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

、
各か

く

種し
ゅ

バ

ザ
ー
の
ほ
か
、
イ
ビ
ウ
ー
ナ
、

（
中な

か

田た

み
ち
よ
会か

い

長ち
ょ
う

）
主し

ゅ

催さ
い

で
最さ

い

後ご

の
『
第だ

い

３
６
回か

い

武た
け

本も
と

文ぶ
ん

学が
く

賞し
ょ
う』
の
入

に
ゅ
う

選せ
ん

作さ
く

品ひ
ん

が
発は

っ

表ぴ
ょ
う

さ
れ
た
。
授じ

ゅ

賞し
ょ
う

式し
き

は
３

月が
つ

２
４
日に

ち

午ご
ご後
２
時じ

か
ら
、

宮み
や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（R
u

a F
a-

gundes, 1
5

2
, Liber-

dade

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
小

し
ょ
う

説せ
つ

と
随ず

い

筆ひ
つ

は
順

じ
ゅ
ん

次じ

『
ブ
ラ
ジ

ル
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

』
誌し

に
掲け

い

載さ
い

さ

れ
る
。
作さ

く

品ひ
ん

及お
よ

び
受じ

ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

は

次つ
ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

　
【
小

し
ょ
う

説せ
つ

部ぶ

門も
ん

】
選せ

ん

考こ
う

委い

員い
ん

＝
醍だ

い

醐ご

麻ま

沙さ

夫お

、
西に

し

澤ざ
わ

紘ひ
ろ

子こ

、
中な

か

田た

み
ち
よ
、
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

＝

「
あ
る
夏な

つ

の
日ひ

に
（
イ
ン
ド
）」

（
大だ

い

門も
ん

千ち

夏な
つ

）、
佳か

作さ
く

１
席せ

き

＝
「
鼓こ

動ど
う

」（
稲い

な

村む
ら

ひ
と
み
）、

佳か

作さ
く

２
席せ

き

＝
「
一い

ち

枚ま
い

の
ハ
ン
カ

チ
」（
栗く

り

山や
ま

舎と
ね

人り

）

【
随ず

い

筆ひ
つ

部ぶ

門も
ん

】
選せ

ん

考こ
う

委い

員い
ん

＝

間ま

島じ
ま

章あ
き

子こ

、
宮み

や

村む
ら

光み
つ

秀ひ
で

、
宮み

や

川か
わ

信の
ぶ

之ゆ
き

、
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

＝
「
コ
ッ
パ

ド
ム
ン
ド
体た

い

験け
ん

記き

」（
稲い

な

村む
ら

ひ
と
み
）、
佳か

作さ
く

「
流な

が

れ
る
」

（
野の

澤ざ
わ

由ゆ

紀き

子こ

）

【
短た

ん

歌か

部ぶ

門も
ん

】
選せ

ん

考こ
う

委い

員い
ん

＝
上こ

う

妻づ
ま

博ひ
ろ

彦ひ
こ

・
小こ

池い
け

み
さ

子こ

、
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
う

＝
「
老お

い
の
日に

ち

常じ
ょ
う」

（
水み

ず

野の

昌ま
さ

之ゆ
き

）、
佳か

作さ
く

＝
「
と

き
め
き
」（
鎌か

ま

谷た
に

昭あ
き
ら）

【
俳は

い

句く

部ぶ

門も
ん

】
選せ

ん

考こ
う

委い

員い
ん

＝

小こ

斉さ
い

棹さ
お

子こ

、
伊い

那な

宏ひ
ろ
し、
佳か

作さ
く

＝
「
冬ふ

ゆ

の
月つ

き

」（
坂さ

か

上が
み

美み

代よ

　

中
ち
ゅ
う

西せ
い

部ぶ

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

元も
と

会か
い

長ち
ょ
うで
連れ

ん

邦ぽ
う

区く

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
秋あ

き

本も
と

満み
つ

敏と
し

さ
ん
が
、
心し

ん

臓ぞ
う

発ほ
っ

作さ

に
よ
り
入

に
ゅ
う

院い
ん

先さ
き

で
４
日か

に
急

き
ゅ
う

逝せ
い

し
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

７
０
。

　

秋あ
き

本も
と

さ
ん
は
１
９
４
９
年ね

ん

１
月が

つ

１
日た

ち

生う

ま
れ
。
愛え

媛ひ
め

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身
で
、
６
０
年ね

ん

に
移い

住じ
ゅ
う。

７
７
年ね

ん

ま
で
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

ウ
ラ

イ
ー
で
過す

ご
し
た
。

　
ツ
バ
ロ
ン
製せ

い

鉄て
つ

所じ
ょ

な
ど
で
の

勤き
ん

務む

を
経へ

て
、
８
０
年ね

ん

か
ら

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
カ
ン
ポ
日に

っ

伯ぱ
く

農の
う

業ぎ
ょ
う

開か
い

発は
つ

（
株か

ぶ

）
に
勤き

ん

務む

。

セ
ラ
ー
ド
開か

い

発は
つ

計け
い

画か
く

の
総そ

う

合ご
う

実じ
っ

施し

調ち
ょ
う

整せ
い

幹か
ん

部ぶ

と
し
て
貢こ

う

献け
ん

し
、
代だ

い

表ひ
ょ
う

取と
り

締し
ま
り

役や
く

副ふ
く

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

を
務つ

と

め
た
。

　

そ
の
他ほ

か

、
中

ち
ゅ
う

西せ
い

部ぶ

日に
っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うと
し
て
、

２
０
０
８
年ね

ん

の
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周
し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

を
成せ

い

功こ
う

に
導み

ち
び

い
た
。

こ
う
し
た
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

並な
ら

び
に
日に

っ

系け
い

人じ
ん

地ち

位い

向こ
う

上じ
ょ
うに
寄き

与よ

し
た
長な

が

年ね
ん

の
功こ

う

績せ
き

が
称た

た

え

ら
れ
、
１
７
年ね

ん

に
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うが
受じ

ゅ

賞し
ょ
うさ
れ
て
い
た
。

　

葬そ
う

儀ぎ

は
、
５
日か

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

か
ら
カ
ン
ポ
・
ダ
・
エ
ス
ペ
ラ

ン
サ
墓ぼ

地ち

第だ
い

６
礼れ

い

拝は
い

堂ど
う

で
催

も
よ
お

さ
れ
、
同ど

う

日じ
つ

午ご

後ご

３
時じ

に
納の

う

骨こ
つ

さ
れ
る
。

特
とく

大
だい

門
かど

松
まつ

で結
けっ

束
そく

強
つよ

めるモジ

秋あ
き

本も
と

満み
つ

敏と
し

さ
ん

　

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
、
青あ

お

葉ば

祭ま
つ

り
（
青あ

お

葉ば

健け
ん

康こ
う

生せ
い

活か
つ

協き
ょ
う

会か
い

）
を
１
９

カ
ッ
ポ
ン
・
ボ
ニ
ー
ト
市し

な

ど
の
有ゆ

う

機き

野や

菜さ
い

や
薬や

く

草そ
う

の
ナ

メ
カ
タ
、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

産さ
ん

の
り
等な

ど

も
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
く

時じ

に
は
３
階か

い

の
テ
ラ

ス
で
イ
カ
焼や

き
定て

い

食し
ょ
く、
は
ら

栄え

）
【
翻ほ

ん

訳や
く

部ぶ

門も
ん

】
選せ

ん

考こ
う

委い

員い
ん

＝

柴し
ば

門か
ど

明あ
き

子こ

、
松ま

つ

原ば
ら

礼れ
い

子こ

、
栗く

り

原は
ら

章あ
き

子こ

、
佳か

作さ
く

＝
「
豆ま

め

を
一ひ

と

株か
ぶ

」（
稲い

な

村む
ら

ひ
と
み
）

９
）、
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

事じ

務む

局き
ょ
く（
同ど

う

・

３
２
０
９
・
５
９
３
５
）
ま

で
。

こ
飯め

し

、
ひ
じ
き
弁べ

ん

当と
う

、
き
な

こ
餅も

ち

な
ど
が
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

な
お
５
日か

は
休や

す

み
と
な
る
。

問と
い

合あ
わ

せ
は
、同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
１
１ 

・
３
２
０
９
・３
２
６
５
）
ま

で
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

文ぶ
ん

学が
く

会か
い



Imperador do Japão faz últimas 
saudações de Ano Novo antes 
de abdicação prevista para abril

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Família Imperial (01/01/2019)

O imperador Akihito, do 
Japão, fez suas saudações 
de Ano Novo ao público no 
Palácio Imperial, na quarta-
feira, em Tóquio.
Esta foi a última vez que 
Akihito e a imperatriz Mi-
chiko saudaram o público 
presente, antes da abdicação 
do imperador em abril.
Mais de 30 mil pessoas es-
peravam do lado de fora, 
antes da abertura do portão 
principal às 9h15. O público 

presente era bem maior que 
o do ano anterior.
Da sacada do palácio, Akihi-
to e outros membros da fa-
mília imperial acenaram três 
vezes para a multidão antes 
do meio-dia.
O imperador declarou que 
estava feliz por comemorar 
o Ano Novo com os presen-
tes sob o céu azul. Ele ex-
pressou o desejo de que este 
seja um bom ano para to-
dos. Disse que estava oran-

do pela paz e felicidade das 
pessoas no Japão e em todo 
o mundo.
Após o discurso de Akihito, 
muitas pessoas expressaram 
palavras de gratidão pelos 
seus 30 anos à frente do tro-
no.
Um rapaz de 21 anos de ida-
de afirmou que o imperador 
permaneceu próximo do 
povo ao orar pelos mortos 
em guerras e visitar regiões 
atingidas por desastres. Dis-

Quase 70% dos que res-
ponderam a um levanta-
mento feito pela NHK afir-
maram ter havido progresso 
em suas comunidades du-
rante os 30 anos da atual era 
Heisei.
Segundo as regras atuais 
do calendário japonês, uma 
nova era tem início sempre 
que um novo imperador 
sobe ao trono. Assim foi 
com o período Heisei, que 
começou no dia 8 de janei-
ro de 1989, quando o atual 
imperador, Akihito, foi en-
tronizado. Este ano, a abdi-
cação do imperador já tem 
data: 30 de abril. No dia se-
guinte, o príncipe herdeiro 
Naruhito vai assumir o tro-
no e dar início assim a uma 

O ano de 2019 será cru-
cial para os preparativos da 
Olimpíada e Paralimpíada 
de 2020 pelo governo me-
tropolitano de Tóquio.
A capital japonesa sediará 
os eventos a partir de julho 
do próximo ano.
Muitas instalações, incluin-
do a que é destinada à ca-

O Japão alega que um de 
seus aviões de patrulha foi 
alvejado pelo radar de con-
trole de tiro de um navio da 
Marinha da Coreia do Sul. O 
lado sul-coreano tem nega-
do repetidamente tal alega-

se estar triste pela abdicação 
de Akihito, mas que isso era 
inevitável devido ao estado 
de saúde dele. O rapaz tam-
bém declarou que, ao ver 
tantas pessoas presentes, sua 
crença de que o imperador é 
muito querido pelo povo ti-
nha sido renovada.
Segundo a Agência da Casa 
Imperial, até as 11h30, mais 
de 58 mil pessoas haviam 
visitado o palácio.

Era Heisei (03/01/2019)

Olimpíada (03/01/2019)

Coreia do Sul (03/01/2019)

Pesquisa: quase 70% viram 
progresso na era Heisei

Ano de 2019 será crucial para preparativos da 
Olimpíada e Paralimpíada de Tóquio-2020

Coreia do Sul nega incidente envolvendo radar 
de controle de tiro e exige retratação do Japão

nova era, ainda sem nome 
oficial.
A NHK fez um levantamen-
to entre setembro e novem-
bro do ano passado pergun-
tando como as pessoas veem 
a era Heisei. Um total de 
3.554 pessoas respondeu à 
enquete, o que corresponde 
a 59% dos entrevistados.
Perguntados sobre as mu-
danças em suas comunida-
des durante as últimas três 
décadas, 67% responderam 
ter havido desenvolvimento 
em suas regiões, ao passo 
que 30% afirmaram o con-
trário.
A pesquisa mostra ainda 
que a opinião da população 
quanto ao desenvolvimen-
to está relacionada com o 

noagem slalom e a Ariake 
Arena, na baía de Tóquio, 
devem estar prontas neste 
ano.
A governadora de Tóquio, 
Yuriko Koike, afirmou que 
diminuir o congestiona-
mento de trânsito é um dos 
desafios a ser enfrentados. 
Ela disse que pormenores 

ção e exige uma retratação, 
afirmando que a aeronave 
voava em baixa altitude para 
ameaçar o destroier.
O Ministério da Defesa da 
Coreia do Sul declarou que 
o navio da Marinha resgata-

tamanho das comunidades 
onde vive. Entre aqueles que 
vivem no 23 distritos cen-
trais de Tóquio e nas princi-
pais cidades do Japão, 74% 
afirmaram ter testemunhado 
progresso. Mas, em outras 
grandes cidades, a parcela 
cai para 66%, enquanto em 
vilas e cidades menores o 
índice é de 58%.
Outro assunto polêmico fo-
ram as fusões administra-
tivas urbanas promovidas 
pelo governo japonês duran-
te a era Heisei. O processo 
diminuiu o número de ci-
dades no país, de cerca de 
3.200 para pouco mais de 
1.700.
A medida foi elogiada por 
54% dos que responderam 

dos cronogramas do evento 
estão sendo ajustados e que 
simulações serão realizadas 
para a coleta de informações 
sobre os locais e o tamanho 
dos congestionamentos pre-
vistos. Koike declarou espe-
rar que isso ajude as pessoas 
a tomar decisões racionais.
O governo metropolitano 

Membros da família im-
perial e dignitários de esta-
do apresentaram seus votos 
de ano novo ao Imperador 
Akihito e a Imperatriz Mi-
chiko do Japão.
A cerimônia foi realizada no 
Palácio Imperial em Tóquio 

na manhã do primeiro dia 
do ano. O príncipe-herdeiro 
Naruhito e membros da fa-
mília imperial se juntaram 
ao premiê Shinzo Abe e ou-
tros parlamentares, incluin-
do os presidentes de ambas 
as câmaras do Parlamento. 

Eles saudaram o casal im-
perial.
Em resposta, o Imperador 
disse que está orando para 
que o país se desenvolva e 
pela felicidade das pessoas.
Embaixadores e diplomatas 
de quase 130 países e terri-

Imperador e Imperatriz do Japão 
recebem saudação de ano novo

Família Imperial  (01/01/2019)

tórios visitaram o Palácio 
Imperial durante a tarde.
Uma saudação de ano novo 
do Imperador ao povo está 
programada para quarta-
feira. Membros da família 
imperial estarão na sacada 
acenando aos presentes.

Sobreviventes de um de-
sastre natural que atingiu a 
região oeste do Japão visi-
taram um santuário xintoísta 
local para orar pelo progres-
so contínuo nos esforços de 
reconstrução.
Mabicho, na cidade de Ku-
rashiki, província de Okaya-
ma, no oeste do Japão, 
sofreu destruição por inun-
dações causadas por chu-
vas torrenciais em julho de 
2018, deixando 54 residen-
tes mortos.

Sociedade (01/01/2019)

Vítimas de desastre visitam 
santuário no dia de Ano Novo

Muitos residentes de um 
bairro que teve a maio-
ria dos lares inundados 
continuam morando em 
abrigos temporários. 
Eles visitaram um santu-
ário local na terça-feira, 
dia do Ano Novo. Se-
gundo um líder comu-
nitário do distrito, o ano 
que terminou foi um ano 
terrível e eles estão oran-
do para que a região seja 
reconstruída no ano que 
se inicia.

à pesquisa, enquanto 43% 
se manifestaram contra as 
fusões.
O professor Hiroshi Shira-
tori, da Universidade Hosei 
e especialista em governos 
regionais, disse que duran-
te os 63 anos da era Showa, 
que durou de 1926 a 1989 
e antecedeu a era Heisei, o 
processo foi mais equilibra-
do entre as diversas regiões 
do Japão devido à política 
de desenvolvimento promo-
vida pelo Estado na época.
Shiratori acredita que a pro-
moção do desenvolvimento 
equilibrado se tornou difícil 
na era Heisei, o que levou 
às fusões administrativas. 
Como resultado, os recursos 
ficaram mais concentrados 
nas grandes cidades, en-
quanto áreas rurais e muni-
cipalidades menores foram 
deixadas para trás.

pede que empresas decidam 
antecipadamente como vão 
funcionar durante os Jogos. 
Já as atenções estão volta-
das para como esses esfor-
ços estão ocorrendo.
Tóquio também planeja fo-
car em medidas para lidar 
com temperaturas extrema-
mente altas que são espera-
das durante a Olimpíada e 
Paralimpíada.

va um barco pesqueiro à de-
riva e exige que o Japão pare 
de deturpar esse fato.
Anteriormente, o Ministério 
da Defesa do Japão havia di-
vulgado um vídeo para cor-
roborar sua alegação.

As autoridades declararam 
ter analisado dados coleta-
dos pelo avião de patrulha 
e confirmou que ele foi “ir-
radiado diversas vezes” por 
ondas características de um 
radar de controle de tiro.
No entanto, a Coreia do Sul 
afirma que o vídeo não reve-
la nada concreto.

O Embaixador do Japão 
nas Nações Unidas, Koro 
Bessho, disse que seu país 
vai trabalhar para reduzir as 
diferenças entre nações que 
possuem armas nucleares e 
aquelas que não as possuem 
quando negociações prepa-
ratórias forem realizadas em 
abril para a revisão do Tra-
tado de Não-Proliferação 
Nuclear.
A ONU realiza uma confe-
rência de revisão do tratado 
a cada cinco anos. Em 2015, 
os membros não consegui-
ram chegar a um acordo. A 

NPT (02/01/2019)

Japão espera coordenar reunião em abril sobre 
revisão do Tratado de Não-Proliferação Nuclear

próxima revisão está pro-
gramada para 2020.
Bessho disse à NHK que 
o Japão está trabalhando 
duro para abolir armas 
nucleares ao mesmo 
tempo em que leva em 
consideração os senti-
mentos dos sobreviven-
tes das bombas atômicas 
de Hiroshima e Naga-
saki. Ele deu a entender 
que assumirá um papel 
ativo na coordenação de 
opiniões entre os países 
participantes da reunião 
em abril.
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